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令和５年那覇商工会議所会報誌

■広告規格①②③について、申込多数の場合は先着順とさせて頂きます。

　謹啓　時下益 ご々清祥のこととお慶び申し上げます。　
　平素より当商工会議所活動にご理解、ご協力賜り衷心より感謝申し上げます。
　当所では会員の皆様方のご健勝とご発展を祈念する意を込めて、７月号
NAHA CCI NEWSに暑中見舞いの企業広告を募集いたします。
　「NAHA CCI NEWS」は当会議所の会員企業（約4,700社）を始め、国や
県、市などの関係機関並びに全国の商工会議所等へ配布し、企業の役職員等
多くの方々にご愛読頂いております。
　どうぞ、貴社のＰＲ、新商品の紹介などにご利用下さい。
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『奇跡の1マイル』国際通り
今月のカバー

※20pにて紹介しています。
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　　   健康経営優良法人インタビュー
「株式会社CSDコンサルタンツ」
特 集
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contents

同封されている
付録も
ご覧下さい●企業PR便のご案内

●暑中見舞い企業広告募集のご案内

●英語を中心とした外国語人材育成研修（初級編）のご案内

●経営課題解決セミナーのご案内

●格安HP・PCレンタルサービスのご案内

●令和5年度正社員雇用拡大助成金のご案内

●人材育成でお悩みの事業主様へ

●キャッシュフロー経営講座のご案内

●マスクレス時代に高性能空気清浄機のご案内

●大切な方の御祝・お悔やみに高品質な胡蝶蘭を

●採用力向上に繋がるオフィス創り勉強会のご案内
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表4

新会館「中小企業振興会館」建設

中小・小規模事業者、個人事業向け 支援制度のご案内

デジタル化相談窓口 / 沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター

那覇商工会議所 福祉制度キャンペーン

健康経営優良法人インタビュー
「株式会社CSDコンサルタンツ」
会議所からのお知らせ

学卒求人の確保に係る要請

女性会だより「明星」

ハイサイ！那覇青年部

インボイス制度実施に関連する独占禁止法、下請法について

誤解していませんか？『年収の壁』を正しく知ろう

潮流を読む

中小企業のセキュリティ対策 ランサムウエア対策を万全に

魅力あるラビリンス

おきみゅー（沖縄県立博物館・美術館）

事務局日誌　/　表紙紹介

令和5年度雇用保険料率のご案内

暑中見舞い企業広告募集のご案内

EDISTAR

特 集

◎英語を中心とした外国語人材育成研修（初級編）
◎小規模事業者持続化補助金活用セミナー

2P 新会館「中小企業振興会館」建設

7P 健康経営優良法人インタビュー

銀行の企業価値がわかりにくくなる中で発生した金融不安

おもろさうし・混効験集・田名家文書
こんこう けんしゅう だ   な    け  もんじゅ

「みなと村」3年間で消えた港まち
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中層階現場の様子

各階のスラブ配線を行っています

外観の様子

中小企業振興会館 概要 

約1.9倍
約3.8倍
約1.8倍
約1.3倍
約1.3倍

 地下１階 / 地上4階
2,410.50㎡
418.90㎡ 
868.14㎡ 
859.92㎡ 
263.54㎡

地上7階　
約4,605.18㎡
約1,586.18㎡
約1,573.90㎡
約1,102.17㎡
約342.93㎡

■新旧会館比較表
新 会 館 旧 会 館 備　考

建 物 規 模
延 べ 床 面 積
会議所専有面積
テナント専有面積
共 用 部 分 面 積
会 議 室 面 積

【期　　間】　令和5年4月1日～令和6年3月31日まで
【方　　法】　口座振込
【金　　額】　●法人　３口以上
　　　　　　●個人　１口以上　※１口 １万円
【振込口座】
■琉  球  銀  行　本店(普)　１０８８４０７
■沖  縄  銀  行　本店(普)　２４１３８６４
■沖縄海邦銀行　本店(普)　８５０１２３

【口座名義】　那覇商工会議所 会頭 石嶺 伝一郎
　　　　　　  ※振込手数料はご負担願います。

【備　　考】　協力金(寄付金)は、一般寄付金としての
　　　　　　取り扱い(指定寄付金は非該当)となります。
　　　　　　　

ナ  ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

新会館「中小企業振興会館」
建設に係る協力金(寄付金)のお願い

寄付金お礼

中層階（3～6階）のコンクリート打設を行っています！ 名　　称
所 在 地
構造規模
延床面積
主要機能

中小企業振興会館
那覇市久米2丁目2番10
鉄骨造　地上7階建て
約4,600㎡（約1,390坪）
７階
4～6階
３階
２階
１階

コワーキングスペース等
テナント事務所
相談室・事務室
ホール及び大会議室
エントランスロビー
テレワーク体験コーナー
交流スペース

：
：
：
：
：

建築概要

　令和4年8月より寄付金のお願いをさせていただいた
ところ、448事業所より約2,900万円の寄付を頂戴いた
しました。心より感謝申し上げます。
　頂戴した寄付金は新会館の建設資金に充当させてい
ただき、会員の皆様に親しまれる施設づくりに使用させ
ていただきます。
　新会館の1階には会員の皆様が利用できるテレワーク
体験コーナーと情報交流スペース、7階にはコワーキン
グスペースを整備予定です。
　2階には180名収容のホールと48名収容の大会議室
を整備し、会員企業の皆様には割引価格で貸し出しを行
います。
　また、プライバシーに配慮し経営相談室は個室化しま
した。新たにテレワークの推進、外国語人材育成などの
新たな事業を開始し、会員サービスの充実・強化を図っ
てまいります。

　那覇商工会議所では、新会館「中小企業振興会館」建設
へのご協力金(寄付金)の第2期募集を開始いたします。
　募集期間は、令和5年4月1日から令和6年3月31日ま
でとなります。当初案では9月末までの募集としており
ましたが、目標額の1億2千万円を目指し、募集期間を延
長させていただきました。
　第1期で寄付の機会を逃した方も、ぜひこの第2期でご
支援をお願いできればと存じております。
　出費多端な折、誠に恐縮ですが、新会館建設に向けて、
皆様のご支援・ご協力を賜りますよう心よりお願い申し
上げます。

寄付金のご納入ありがとうございます

寄付金の第2期募集を開始します
引き続きご協力をお願いします

〇床面積 約4,600㎡(約1,390坪) 旧会館より、約1.9倍大き
　くなります。
〇総事業費は、約20.0億円。
　内自己資金は1.2億円を見込んでおります。

〇１階は、テレワークツールの展示並びに体験コーナーを
   設置し導入に向けたサポートを行います。

〇３階は、那覇商工会議所事務所を設置し、よりご相談しや
   すい環境を整備します。
〇４階から６階は、テナント事務所として貸出を予定して
　います。

〇７階は、施設利用者共有のコワーキングスペースとして
　整備します。

   〇２階は、ホール(253㎡予定)及び大会議室(90㎡予定)を
 　　設置し会員価格で貸出を行います。

主な工程

■新会館建設工事 スケジュール（概要）

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1
本体工事

検査
追加工事
供用開始

電気・機械設備
外構工事

令和4年度

本杭打設・基礎梁
追加工事・引っ越し

躯体工事・外装工事・内装工事

供用開始 

配管・配線・器具取付・各種機器搬入

令和5年度

建築確認審査

　4月末から始まった2階のコンクリート打
設が終了し、5月末からは中層階（3～6階）の
コンクリート打設に入りました。
　国道から見ると鉄骨が見えていた新会館
も、打設に入ってからは養生シートで中の状
況が見えなくなっております。
　これからは完成に向けて設備に必要な電
気工事なども進んでいきます。
　新会館のコンセプトは「企業の支援拠点と
して新たな歴史を刻む商工会議所」と設定し
ました。開かれ、親しまれ、前進する商工会議
所として県経済の発展に向け尽くして参り
ます。
　供用開始までの期間、建て替え工事の様子
を様々な角度よりご報告していく予定です。
　ぜひ新会館完成に向かい進んでいく様子
を本誌にてご覧いただけますと幸いです。

No.841NAHA CCI NEWS03 NAHA CCI NEWS No.841 02



中層階現場の様子

各階のスラブ配線を行っています

外観の様子

中小企業振興会館 概要 

約1.9倍
約3.8倍
約1.8倍
約1.3倍
約1.3倍

 地下１階 / 地上4階
2,410.50㎡
418.90㎡ 
868.14㎡ 
859.92㎡ 
263.54㎡

地上7階　
約4,605.18㎡
約1,586.18㎡
約1,573.90㎡
約1,102.17㎡
約342.93㎡

■新旧会館比較表
新 会 館 旧 会 館 備　考

建 物 規 模
延 べ 床 面 積
会議所専有面積
テナント専有面積
共 用 部 分 面 積
会 議 室 面 積

【期　　間】　令和5年4月1日～令和6年3月31日まで
【方　　法】　口座振込
【金　　額】　●法人　３口以上
　　　　　　●個人　１口以上　※１口 １万円
【振込口座】
■琉  球  銀  行　本店(普)　１０８８４０７
■沖  縄  銀  行　本店(普)　２４１３８６４
■沖縄海邦銀行　本店(普)　８５０１２３

【口座名義】　那覇商工会議所 会頭 石嶺 伝一郎
　　　　　　  ※振込手数料はご負担願います。

【備　　考】　協力金(寄付金)は、一般寄付金としての
　　　　　　取り扱い(指定寄付金は非該当)となります。
　　　　　　　

ナ  ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

新会館「中小企業振興会館」
建設に係る協力金(寄付金)のお願い

寄付金お礼

中層階（3～6階）のコンクリート打設を行っています！ 名　　称
所 在 地
構造規模
延床面積
主要機能

中小企業振興会館
那覇市久米2丁目2番10
鉄骨造　地上7階建て
約4,600㎡（約1,390坪）
７階
4～6階
３階
２階
１階

コワーキングスペース等
テナント事務所
相談室・事務室
ホール及び大会議室
エントランスロビー
テレワーク体験コーナー
交流スペース

：
：
：
：
：

建築概要

　令和4年8月より寄付金のお願いをさせていただいた
ところ、448事業所より約2,900万円の寄付を頂戴いた
しました。心より感謝申し上げます。
　頂戴した寄付金は新会館の建設資金に充当させてい
ただき、会員の皆様に親しまれる施設づくりに使用させ
ていただきます。
　新会館の1階には会員の皆様が利用できるテレワーク
体験コーナーと情報交流スペース、7階にはコワーキン
グスペースを整備予定です。
　2階には180名収容のホールと48名収容の大会議室
を整備し、会員企業の皆様には割引価格で貸し出しを行
います。
　また、プライバシーに配慮し経営相談室は個室化しま
した。新たにテレワークの推進、外国語人材育成などの
新たな事業を開始し、会員サービスの充実・強化を図っ
てまいります。

　那覇商工会議所では、新会館「中小企業振興会館」建設
へのご協力金(寄付金)の第2期募集を開始いたします。
　募集期間は、令和5年4月1日から令和6年3月31日ま
でとなります。当初案では9月末までの募集としており
ましたが、目標額の1億2千万円を目指し、募集期間を延
長させていただきました。
　第1期で寄付の機会を逃した方も、ぜひこの第2期でご
支援をお願いできればと存じております。
　出費多端な折、誠に恐縮ですが、新会館建設に向けて、
皆様のご支援・ご協力を賜りますよう心よりお願い申し
上げます。

寄付金のご納入ありがとうございます

寄付金の第2期募集を開始します
引き続きご協力をお願いします

〇床面積 約4,600㎡(約1,390坪) 旧会館より、約1.9倍大き
　くなります。
〇総事業費は、約20.0億円。
　内自己資金は1.2億円を見込んでおります。

〇１階は、テレワークツールの展示並びに体験コーナーを
   設置し導入に向けたサポートを行います。

〇３階は、那覇商工会議所事務所を設置し、よりご相談しや
   すい環境を整備します。
〇４階から６階は、テナント事務所として貸出を予定して
　います。

〇７階は、施設利用者共有のコワーキングスペースとして
　整備します。

   〇２階は、ホール(253㎡予定)及び大会議室(90㎡予定)を
 　　設置し会員価格で貸出を行います。

主な工程

■新会館建設工事 スケジュール（概要）

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1
本体工事

検査
追加工事
供用開始

電気・機械設備
外構工事

令和4年度

本杭打設・基礎梁
追加工事・引っ越し

躯体工事・外装工事・内装工事

供用開始 

配管・配線・器具取付・各種機器搬入

令和5年度

建築確認審査

　4月末から始まった2階のコンクリート打
設が終了し、5月末からは中層階（3～6階）の
コンクリート打設に入りました。
　国道から見ると鉄骨が見えていた新会館
も、打設に入ってからは養生シートで中の状
況が見えなくなっております。
　これからは完成に向けて設備に必要な電
気工事なども進んでいきます。
　新会館のコンセプトは「企業の支援拠点と
して新たな歴史を刻む商工会議所」と設定し
ました。開かれ、親しまれ、前進する商工会議
所として県経済の発展に向け尽くして参り
ます。
　供用開始までの期間、建て替え工事の様子
を様々な角度よりご報告していく予定です。
　ぜひ新会館完成に向かい進んでいく様子
を本誌にてご覧いただけますと幸いです。
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☎

中小・小規模事業者、
個人事業主向け のご案内支援制度
那覇商工会議所「経営相談窓口」

※本内容は発行日の前月末時点の情報を
　もとに編集しています。

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

●融資関連
　（マル経融資・沖縄県融資制度など）

●補助金関連
　（小規模事業者持続化補助金・事業再構築補助金など）

運転7年以内、設備10年以内

主な申請要件

主な相談内容

融資限度額

利　　率

返済期間

運転1年以内、設備2年以内据置期間

2,000万円

固定金利0.88% ※R5.4月時点

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
沖経資金(沖縄雇用・経営基盤強化資金）

●那覇商工会議所の経営指導を原則６ヵ月以上受けている方
●確定申告をし、納期到来の税金を完納している方
●那覇市に本社があり、１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、沖縄公庫の融資対象事業種の方など

主な申請要件 ●小規模事業者等であること(詳細は公募要領をご参照ください)
●販路開拓等の取り組みを行う事業者
●商工会議所等の支援を受けながら取り組む事業

小規模事業者の地道な販路開拓等の取組みを支援する制度です。
小規模事業者持続化補助金

※その他にも要件があります。

※その他にも要件があります。

融資制度

相談窓口
事前予約制

補助金
50万円 200万円

一律　２/３（賃金引上げ枠のみ赤字事業は3/4）

通常枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助上限額

補  助  率 ※インボイス特例の要件を満たしている場合は補助上限額に50万円上乗せ

主な申請要件 ●事業再構築指針に示す「事業再構築」の定義に該当する事業であること
●認定支援機関・金融機関と事業計画を策定していること
●補助事業終了後3～5年で付加価値額等の増加基準を満たす計画を策定していること

新分野展開、業態転換、事業・業種転換などに取組む事業者を支援する制度です。
事業再構築補助金

※その他にも要件があります。

100万円～2,000万円 100万円～4,000万円 100万円～6,000万円 100万円～8,000万円

中小企業者等 1/2(大規模な賃上げを行う場合は2/3) 中堅企業等 1/3(大規模な賃上げを行う場合は1/2)

従業員数20人以下 賃従業員数21人～50人 従業員数51人～100人 従業員数101人以上

補助上限額

補  助  率

※成長枠 中小企業者等、中堅企業等ともに

小規模事業者
持続化補助金

HP

☎

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター
事業承継でこんなお悩みを抱えていませんか？

沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター TEL:098-941-1690
〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地１－７－１ 琉球リースビル5F  

【お問い合わせ】 

公的機関だから安心！沖縄県事業承継・引継ぎ支援センターは、那覇商工会議所が国から受けた委託事業です。
ＵＲＬ：www.oki-hikitsugi.go.jp

〇事業承継全般に関する相談対応
〇後継者選定や親族との相談サポート
〇士業専門家（税理士、中小企業診断士等）と連携した事業承継計画の策定
〇Ｍ＆Ａにおける後継者不在企業と、譲受企業・創業希望者とのマッチング

どうやって後継者へ
引継げばいい？ 
後継者がいない場合は
廃業しかない？

当センターは、全国47都道府県に
設置されている公的支援機関で
「事業承継」について無料で相談
できます。秘密厳守です。
お気軽にご相談ください。

　新型コロナウイルス感染症拡大をきっかけと
して、テレワークを導入した結果、「仕事の効率
が落ちた」「コミュニケーションが難しい」「マネ
ジメントができない」などといった課題も指摘
されていますが、通勤の負担軽減や時間の有効
活用という点で従業員からは評価されていま
す。
　アフターコロナにおける働き方については、
企業と従業員の生産性と幸福度を両立させる
ことが求められています。

那覇商工会議所　デジタル化相談窓口　担当：津嘉山、小嶺
TEL : 098-868-3759お問い合わせ

アフターコロナにおける働き方に
求められること

　テレワークを実施して見えてきた課題は、ハイブリッドワークという働き方
で解決できる可能性があります。
　ハイブリッドワークとは、在宅・リモート・モバイルワークと、出社して
働くオフィスワークを組み合わせた働き方です。
　企業と従業員の生産性と幸福度を最大化するため、状況や事情に合わせて
就業場所を選択できる働き方として注目が高まっており、多くの企業がハイブ
リッドワークの導入に取り組んでいます。
　ハイブリッドワークを成功させるためには、テレワークを効率的に継続す
る環境の整備が必要です。その一つとしてデジタル化への取り組みと、IT
ツールの最適化が挙げられます。

テレワークから
ハイブリッドワークへ

デジタル化のサポートや
ITツールの提案を
おこなっています。

デジタル化のサポートや
ITツールの提案を
おこなっています。

那覇商工会議所 デジタル化相談窓口

那覇商工会議所では、デジタル化に関するサポートをおこなっていますので、お気軽にご相談ください。
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☎

中小・小規模事業者、
個人事業主向け のご案内支援制度
那覇商工会議所「経営相談窓口」

※本内容は発行日の前月末時点の情報を
　もとに編集しています。

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

●融資関連
　（マル経融資・沖縄県融資制度など）

●補助金関連
　（小規模事業者持続化補助金・事業再構築補助金など）

運転7年以内、設備10年以内

主な申請要件

主な相談内容

融資限度額

利　　率

返済期間

運転1年以内、設備2年以内据置期間

2,000万円

固定金利0.88% ※R5.4月時点

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
沖経資金(沖縄雇用・経営基盤強化資金）

●那覇商工会議所の経営指導を原則６ヵ月以上受けている方
●確定申告をし、納期到来の税金を完納している方
●那覇市に本社があり、１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、沖縄公庫の融資対象事業種の方など

主な申請要件 ●小規模事業者等であること(詳細は公募要領をご参照ください)
●販路開拓等の取り組みを行う事業者
●商工会議所等の支援を受けながら取り組む事業

小規模事業者の地道な販路開拓等の取組みを支援する制度です。
小規模事業者持続化補助金

※その他にも要件があります。

※その他にも要件があります。

融資制度

相談窓口
事前予約制

補助金
50万円 200万円

一律　２/３（賃金引上げ枠のみ赤字事業は3/4）

通常枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助上限額

補  助  率 ※インボイス特例の要件を満たしている場合は補助上限額に50万円上乗せ

主な申請要件 ●事業再構築指針に示す「事業再構築」の定義に該当する事業であること
●認定支援機関・金融機関と事業計画を策定していること
●補助事業終了後3～5年で付加価値額等の増加基準を満たす計画を策定していること

新分野展開、業態転換、事業・業種転換などに取組む事業者を支援する制度です。
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中小企業相談部
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沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター
事業承継でこんなお悩みを抱えていませんか？

沖縄県事業承継・引継ぎ支援センター TEL:098-941-1690
〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地１－７－１ 琉球リースビル5F  
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公的機関だから安心！沖縄県事業承継・引継ぎ支援センターは、那覇商工会議所が国から受けた委託事業です。
ＵＲＬ：www.oki-hikitsugi.go.jp

〇事業承継全般に関する相談対応
〇後継者選定や親族との相談サポート
〇士業専門家（税理士、中小企業診断士等）と連携した事業承継計画の策定
〇Ｍ＆Ａにおける後継者不在企業と、譲受企業・創業希望者とのマッチング

どうやって後継者へ
引継げばいい？ 
後継者がいない場合は
廃業しかない？

当センターは、全国47都道府県に
設置されている公的支援機関で
「事業承継」について無料で相談
できます。秘密厳守です。
お気軽にご相談ください。

　新型コロナウイルス感染症拡大をきっかけと
して、テレワークを導入した結果、「仕事の効率
が落ちた」「コミュニケーションが難しい」「マネ
ジメントができない」などといった課題も指摘
されていますが、通勤の負担軽減や時間の有効
活用という点で従業員からは評価されていま
す。
　アフターコロナにおける働き方については、
企業と従業員の生産性と幸福度を両立させる
ことが求められています。

那覇商工会議所　デジタル化相談窓口　担当：津嘉山、小嶺
TEL : 098-868-3759お問い合わせ

アフターコロナにおける働き方に
求められること

　テレワークを実施して見えてきた課題は、ハイブリッドワークという働き方
で解決できる可能性があります。
　ハイブリッドワークとは、在宅・リモート・モバイルワークと、出社して
働くオフィスワークを組み合わせた働き方です。
　企業と従業員の生産性と幸福度を最大化するため、状況や事情に合わせて
就業場所を選択できる働き方として注目が高まっており、多くの企業がハイブ
リッドワークの導入に取り組んでいます。
　ハイブリッドワークを成功させるためには、テレワークを効率的に継続す
る環境の整備が必要です。その一つとしてデジタル化への取り組みと、IT
ツールの最適化が挙げられます。

テレワークから
ハイブリッドワークへ

デジタル化のサポートや
ITツールの提案を
おこなっています。

デジタル化のサポートや
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沖縄県浦添市勢理客四丁目13番1号
浦添市産業振興センター結の街 503号室
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弊
社
は
今
年
で
30
周
年
を
迎
え
る
経
営
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
で
す
。創
業
以
来
、
主
に
沖
縄
県
内
の

中
小
企
業
や
組
織
の
成
長
・
発
展
の
た
め
、
経
営
戦

略
策
定
、
創
業
・
承
継
、
産
業
人
材
育
成
等
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。近
年
は
、
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
状

態
が
危
機
的
な
沖
縄
県
に
お
い
て
、
企
業
の
持
続
可

能
性
を
支
援
す
る
た
め
、
健
康
経
営
の
啓
発
や
導
入

サ
ポ
ー
ト
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。組
織
の
最
大
の

資
本
で
あ
る「
人
」を
大
事
に
す
る
経
営
の
た
め
、こ
れ

か
ら
も
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
経
営
コ
ン
サ
ル
は
顧
客
の
課
題
解
決
の
た
め
、タ
フ

な
心
身
と
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
る
の
が
一
般
的

で
す
。働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
た
頃
も
弊
社
で
は

生
産
性
向
上
の
た
め
の
能
力
開
発
ば
か
り
で
、
健
康

管
理
は
個
人
任
せ
で
し
た
。そ
の
結
果
、
残
念
な
こ
と

に
体
調
を
崩
す
社
員
が
で
て
し
ま
い
ま
し
た
。健
康
へ

の
意
識
が
高
ま
る
中
、
県
内
企
業
の
健
康
状
態
を
調

査
・
分
析
す
る
事
業
を
受
託
し
、
本
県
は
働
き
盛
り

世
代
の
死
亡
率
が
10
年
以
上
全
国
ワ
ー
ス
ト
で
あ
る

と
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。中
小
・
零
細
事
業
者

の
多
い
沖
縄
に
お
い
て
、
経
営
者
は
も
ち
ろ
ん
社
員
一

人
ひ
と
り
が
大
切
な
経
営
資

本
で
あ
り
、
離
職
・
休
職
・

生
産
性
低
下
は
死
活
問
題
で

す
。健
康
課
題
は
経
営
課
題

に
直
結
す
る
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
弊
社
も

2
0
1
9
年
よ
り
健
康
経
営
を
導
入
し
ま
し
た
。

　（
一
社
）日
本
免
疫
研
究
会
と（
一
社
）予
防
医
療
協

会
と
ご
縁
を
い
た
だ
き
、健
康
対
策
は
不
調
へ
の
対
症

療
法
で
は
な
く
、細
胞
単
位
か
ら
病
気
に
な
ら
な
い
カ

ラ
ダ
づ
く
り
を
目
指
す
予
防
医
療
が
大
切
だ
と
認
識

し
ま
し
た
。そ
の
た
め
弊
社
で
は
、
毎
月
全
社
員
が
予

防
医
療
協
会
の
金
城
Dr
が
開
発
し
た
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
健
康
状
態
を
測
定
し
、
自
身
の

健
康
課
題
を
認
識
・
改
善
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま

す
。社
内
に
予
防
医
療
の
知
識
を
学
ん
だ
専
門
ス
タ
ッ

フ（
実
践
健
康
経
営
指
導
士
）を
育
成
し
、
各
社
員
が

面
談
を
通
し
て
自
身
の
健
康
課
題
に
応
じ
た
改
善
目

標
を
立
て
、実
行
し
、翌
月
に
ま
た
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い

う
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
ま
し
た
。ま
た
、日
々
の
生
活

で
無
理
な
く
実
行
で
き
る
セ
ル
フ
ケ
ア
も
出
社
時
や

朝
礼
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
経
営
に
着
手
し
て
４
年
目
の
昨
年
、自
社
の

現
在
地
を
知
り
た
い
と
考
え
優
良
法
人
認
定
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。申
請
に
あ
た
っ
て
は
ア
ク
サ
生
命

様
の
心
強
い
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、
特
に
ア
ン
ケ
ー

ト
は
他
社
と
の
比
較
が
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
意
識
や
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
全
国
平

均
よ
り
高
い一
方
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
満
足
度
や

運
動
習
慣
に
は
個
人
差
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。そ
こ
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
を
意
識
し
た
研
修
、

ワ
ー
ク
、
朝
礼
で
の
ス
ピ
ー
チ
を
取
り
入
れ
た
り
、
運

動
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
応
援
す
る
助
成
制
度
を
新
設
し

た
り
し
ま
し
た
。申
請
の
た
め
に
社
内
規
定
・
制
度
を

見
直
す
中
で
、
今
ま
で
明
文
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
福

利
厚
生
制
度
も
整
理
で
き
、
よ
り
働
き
や
す
い
環
境

が
整
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ル
と
い
う
職
種
上
、高
い
レ
ベ
ル
で
個
々
の

裁
量
と
自
律
が
求
め
ら
れ
る
職
場
で
す
。健
康
経
営
の

取
組
に
つ
い
て
も
方
針
は
伝
え
る
も
の
の
強
制
は
し

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、
健
康
状
態
の
改
善
ス
ピ
ー
ド
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

　
飲
酒
・
喫
煙
・
運
動
・食
生
活
の
習
慣
も
、
結
局

は
個
人
が
決
意
し
な
け
れ
ば
行
動
変
容
は
起
き
な
い

の
で
す
。し
か
し
、
時
間
を
か
け
て
社
内
の
健
康
意
識

を
高
め
、お
互
い
の
心
身
と
公
私
の
充
足
を
尊
重
し
合

う
社
風
を
醸
成
し
て
き
た
こ
と
で
確
実
に
行
動
は
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。長
時
間
労
働
を
良
し
と
し
な
い
姿

勢
、昼
食
や
飲
み
物
を
健
康
的
な
も
の
に
変
更
、飲
み

会
で
の
飲
酒
の
抑
制
、
不
調
は
早
め
に
受
診
・
診
察

な
ど
、積
み
重
ね
る
こ
と
で
病
気
を
予
防
で
き
る
行
動

を
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
て
い
ま
す
。

　
健
康
経
営
を
始
め
て
足
か
け
５
年
の
間
に
社
会
情

勢
は
激
変
し
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
経
験
し
ま
し
た
。高
ス

ト
レ
ス
状
態
の
中
で
も
社
員
の
健
康
状
態
が
悪
化
せ

ず
、
む
し
ろ
血
圧
や
体
脂
肪
率
、欠
勤
率
な
ど
が
改
善

し
て
い
る
の
は
大
き
な
成
果
と
捉
え
て
い
ま
す
。社
員

を
大
切
に
す
る
姿
勢
が
伝
わ
っ
た
の
か
、以
前
よ
り
組

織
が
活
性
化
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。そ
の
お
か

げ
か
業
績
も
向
上
し
ま
し
た
。今
後
は
健
康
経
営
の

取
組
を
、真
の
目
的
で
あ
る
生
産
性
や
企
業
価
値
、業

績
の
向
上
に
繋
げ
て
い
く
段
階
で
す
。ま
た
、
今
ま
で

以
上
に
元
気
に
な
っ
た
社
員
の
力
で
、
県
内
企
業
に

「
人
を
大
事
に
す
る
経
営
」や
健
康
経
営
を
普
及
さ
せ

て
い
き
、
沖
縄
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

血管を柔軟にするストレッチを毎日朝礼で実施

セルフチェックのための測定機械（血圧計・体組成計など）

県内企業の健康状態を調査した事業で作成した
２冊のパンフレット
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弊
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迎
え
る
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ン
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成
等
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援
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年
は
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健
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状

態
が
危
機
的
な
沖
縄
県
に
お
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可
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啓
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導
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ポ
ー
ト
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も
取
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組
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ま
す
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の
最
大
の

資
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で
あ
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人
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大
事
に
す
る
経
営
の
た
め
、こ
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か
ら
も
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。
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れ
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叫
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健
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は
個
人
任
せ
で
し
た
。そ
の
結
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こ
と

に
体
調
を
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す
社
員
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康
へ

の
意
識
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中
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内
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の
健
康
状
態
を
調
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し
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小
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縄
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社
員
一

人
ひ
と
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切
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経
営
資

本
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あ
り
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離
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生
産
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下
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死
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す
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康
課
題
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経
営
課
題
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危
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ら
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2
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。
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学卒求人の確保に係る要請

（1）新規学卒者の採用予定枠の確保
(2) 求人票の早期提出

　経済団体の皆さまには、良質な雇用の確保及び産業の振興につき、日頃から格別
の御配意を賜り、厚く御礼申し上げます。
　令和４年度の県内の雇用情勢は、入域観光客の増加等に伴い回復傾向にあるも
のの、物価高騰の影響など、来春の新規学卒者の就職への不安要素もあります。
　企業を中長期的に発展させるためには、生徒・学生の皆さんにより良い就職の機
会を与え、また就職を通して人材を育てていくことが、何よりも重要となります。
　デジタル化等大きく変化する社会情勢の中、未来の企業を担う人材が輝ける、就
業の場を提供することは、社会全体の発展に繋がります。
　つきましては、新規学卒者の採用枠の確保についてご理解を賜り、会員企業に対
して働きかけていただきますようお願い申し上げます。
                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和5年5月15日

玉城　デニー
半嶺　　満　
田中　愛智朗
西川　昌　登

沖 縄 県 知 事
沖縄県教育委員会教育長
内閣府沖縄総合事務局長
厚生労働省沖縄労働局長

《 要 請 文 》

　令和5年5月15日(月)、国及び県より、沖縄県
商工会議所連合会をはじめ、県内主要経済団体
に対し「学卒求人の確保に係る要請」がございま
した。
　会員の皆さまにおかれましては、優秀な人材
の確保のため、次の通り積極的に取り組んでい
ただきますようお願い申し上げます。

経済団体を代表して要請に応じる(一社)沖縄県経営者協会 金城 克也 会長

沖縄県商工会議所連合会
会長　石嶺　伝一郎 殿

学卒求人の確保に係る要請

那覇商工会議所
からのお知らせ

セミナー・講演会・
商談会・展示会・
イベント等のご案内

受講者募集中！

「補助金を活用して売上拡大したい」「チャレンジしたいけど申請方法が分からない」など、小規模事業者
持続化補助金を活用して、販路開拓・売上拡大を目指したい方にオススメです！

内　容

お問合せ

参加費
定　員

主　催

20名

日　時

場　所

2023年8月10日（木）
13：00 ～15：00 
八汐荘 ３F小会議室
（那覇市松尾1-6-1）

無料 
那覇商工会議所

藤岡 敬一講師／ 【沖縄県商工会議所連合会　エキスパートバンク登録専門家】

申込方法 QRコードを読み込み、お申し込みください
那覇商工会議所　中小企業相談部
前里 TEL：098-868-3759

個人事業主から県内大企業まで、幅広い企業規模の販路開拓・ブラン
ディング、売上アップ支援に対応。各種補助金で、多数の採択実績を
持つ。2018年にしおり経営サポートを設立し、商工会議所等の公的支
援機関と連携しながら、県内の企業が抱える課題に対する相談・支援
を行っている。

・持続化補助金の概要説明
・経営戦略を基にした申請書作成のポイント
・具体的な取り組みについての事例紹介

受講者募集中！

本研修は、インバウンド対応能力強化に向けた事業です。全国通訳案内士を講師とし、観光庁が監修した
カリキュラムにそった研修を行います。

お問合せ

申込期限

定　員

申込方法

30名（定員になり次第締め切らせていただきます）

講　師

場　所

國場 聖子
（全国通訳案内士　観光庁認定指導員・一級講師）

沖縄県教職員共済会館八汐荘 中会議室
（〒900-0014 沖縄県那覇市松尾１丁目６－１）

7月14日（金）まで
那覇商工会議所HPより申込書を
ダウンロードし、お申し込みください
那覇商工会議所　企画業務部
外国語人材育成事業 TEL：098-970-6890

参加費 無料

研修のポイント
訪日外国人旅行者への接客で重要なシーンにスポットを当てカリ
キュラムが組まれています。インバウンド対応を学ぶ内容で、語学
の初心者でも参加できる実践的なカリキュラムです。

・外国人の接遇に求められること 
・完璧じゃなくていい！伝わる英語とは？ 
・便利なツールを活用しよう
・ホスピタリティって何だ？

・宗教や文化・信条による食事制限への対応 
・便利なツール「コミュニケーションシート
   の活用」

・VoiceTraを使いこなそう

・沖縄の特産品・観光地を紹介しよう
・総復習

基本のフレーズ①
・あらゆる業種に共通するフレーズを練習
（受付など）

基本のフレーズ②
・あらゆる業種に共通するフレーズの練習
（サービスの提供など）

１.異文化理解と接遇（基本編）」

２.英会話
 「簡単な英語で話してみよう！」

１.異文化理解と接遇
  （アドバンス編)

１.双方向通訳アプリ「VoiceTra」

２.英会話
  「話さなきゃ話せるようにはなりません」

２.英会話
  「Let’s enjoy speaking in English！」

STEP1
外国人とのコミュニケー
ションについて学ぼう！

STEP2
外国人とのコミュニケー
ションに備えよう！

STEP3
外国人とのコミュニケー
ションを楽しもう！

日　程

講者のイメージ 受講後の効果

内　容項　目ステップ

7月20日（木） 
14:00～17:00

9月14日（木） 
14:00～17:00

8月9日（水） 
14:00～17:00

外国人旅行者の受入対応
にまだ踏み出せないでい
る方これから強化してい
きたい方

・

英語が苦手だが外国人対
応のコツ
・

簡単な英語でコミュニ
ケーションをとれるよう
になる

・

外国人へのサービスの質
が向上し、消費拡大等に
繋がる

・

小規模事業者 持続化補助金活用セミナー

～2023年度 沖縄県の観光回復に向けた 外国語人材育成事業～

英語を中心とした外国語人材育成研修（初級編）のご案内

※原則STEP1～3すべて参加してください。
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のの、物価高騰の影響など、来春の新規学卒者の就職への不安要素もあります。
　企業を中長期的に発展させるためには、生徒・学生の皆さんにより良い就職の機
会を与え、また就職を通して人材を育てていくことが、何よりも重要となります。
　デジタル化等大きく変化する社会情勢の中、未来の企業を担う人材が輝ける、就
業の場を提供することは、社会全体の発展に繋がります。
　つきましては、新規学卒者の採用枠の確保についてご理解を賜り、会員企業に対
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                   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和5年5月15日
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「補助金を活用して売上拡大したい」「チャレンジしたいけど申請方法が分からない」など、小規模事業者
持続化補助金を活用して、販路開拓・売上拡大を目指したい方にオススメです！
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・経営戦略を基にした申請書作成のポイント
・具体的な取り組みについての事例紹介
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本研修は、インバウンド対応能力強化に向けた事業です。全国通訳案内士を講師とし、観光庁が監修した
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訪日外国人旅行者への接客で重要なシーンにスポットを当てカリ
キュラムが組まれています。インバウンド対応を学ぶ内容で、語学
の初心者でも参加できる実践的なカリキュラムです。
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・宗教や文化・信条による食事制限への対応 
・便利なツール「コミュニケーションシート
   の活用」

・VoiceTraを使いこなそう

・沖縄の特産品・観光地を紹介しよう
・総復習

基本のフレーズ①
・あらゆる業種に共通するフレーズを練習
（受付など）

基本のフレーズ②
・あらゆる業種に共通するフレーズの練習
（サービスの提供など）
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２.英会話
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ションについて学ぼう！
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ションに備えよう！
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外国人とのコミュニケー
ションを楽しもう！
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る方これから強化してい
きたい方

・

英語が苦手だが外国人対
応のコツ
・

簡単な英語でコミュニ
ケーションをとれるよう
になる

・

外国人へのサービスの質
が向上し、消費拡大等に
繋がる

・

小規模事業者 持続化補助金活用セミナー

～2023年度 沖縄県の観光回復に向けた 外国語人材育成事業～

英語を中心とした外国語人材育成研修（初級編）のご案内

※原則STEP1～3すべて参加してください。

NAHA CCI NEWS No.841 08No.841NAHA CCI NEWS09



NAHA CCI NEWS No.841 10NAHA CCI NEWS No.84111



NAHA CCI NEWS No.841 10NAHA CCI NEWS No.84111



…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 代表

山城　匠TEL：070-9011-9080

TEL：098-868-3759

　
INFORMATION
ペイントの匠
〒901-1111 沖縄県島尻郡南風原町字兼城312-11

株式会社   First Line

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

　

マネージャー
根本　志保

【営業時間】

【定休日】 木曜日
【営業時間】 8：00～20：00
【定休日】 年中無休

TEL：098-988-8693

　
INFORMATION
ねむりの駅　那覇店
沖縄県那覇市真嘉比2-4-1 スエヨシビル1F

2023年度、会員拡大・交流委員会、委員長の来間憲一さんから
の誘いで入会しました。

実際に入会してみての感想をお願いします。
年齢や性別、職業も違う方と交流が持てるのはYEGに入会した
おかげだと思います。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。
住宅の塗装や防水はもちろんですが、店舗やアパート等の大き
い物件も可能です。それとリフォームに関してはトイレやお風
呂場等の部分的なものから増築等のリノベーションも行ってお
りますので、先ずは気軽にご相談からよろしくお願いします。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。
「思いやり」会社や自分目線ではなく、相手の気持ちに寄り添
えるよう心がけています。

最初に貴社の紹介をお願いします。
建物の塗装・防水・リフォームを行っています。沖縄本島なら何
処でも可能です。

趣旨説明・来間委員長

5月事業担当の会員拡大・交流委員会 新入会員 事業の様子

綱領朗読、指針唱和 宮里君 當間会長挨拶

集合写真

企業PR 濱田君 企業PR 潮君 企業PR 儀間君

募集中！青年部 私たちと一緒に活動
してみませんか？

自己能力の
スキルアップが
できます！

異業種交流で
情報が

入手しやすい！

地域に根差した
街づくりに
参加できる！

異業種の
友人・知人が
ふやせます！

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。
今は卒業している先輩の紹介がきっかけです。

実際に入会してみての感想をお願いします。
まだ入会して月日は浅いのですが、異業種の方々と接する事で、様々
な価値観や意見など勉強になる事が多く入会できたことに感謝し
ています。また、新入会員に対してのサポートも暖かく、私自身も今
後入会する方へのサポートやフォローを心がけたいと思いました。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。
人に喜んで欲しい。笑顔になってほしい。をモットーにしていま
す。睡眠に興味や質問がある方は、お気軽に声をかけていただける
と嬉しいです。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。
『痛みなくして、得るものなし』まだまだ未熟な自分に対して、前
向きになれる言葉です。何か辛いことがあっても、成功に近づいてる
証拠！と自分に言い聞かせます。

最初に貴社の紹介をお願いします。
『快眠ショップ ねむりの駅』を県内に３店舗運営。社会問題である睡
眠障害を寝具の観点から改善すべく、睡眠コンサルタントによるカ
ウンセリングをもとに個々に合った寝具の提案、販売を行っていま
す。様々な眠りに関する分野の研修をもとに、お客様の声を取り入
れながら丁寧にひとつひとつ商品開発にも取り組んでいます。また、
県内の市町村役場や施設など、様々な場面で『快眠教室』を開催。睡
眠の大切さや、眠る幸せを、沖縄に住む多くの方へ届けたいという
思いで活動を行っています。

自己研鑽 情報収集 地域貢献 仲間作り21 3 4
★入会のメリット★ ★入会のメリット★ ★入会のメリット★ ★入会のメリット★

46歳まで入会
可能です！新入会員

ペイントの匠

▶11：00～19：00
▶10：00～18：00

平　  日
土日祝日
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ま
し
た
。初
対
面

で
は
話
し
か
け
に
く
か
っ
た
り
、質
問
し
づ
ら
か
っ
た
り

す
る
と
こ
ろ
を
、カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
質
問
を
行

い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
と
い
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
ゲ
ー
ム
内
容
で
し
た
。今
ま

で
交
流
の
少
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
交
流
し
、メ
ン
バ
ー

の
色
々
な
趣
味
や
経
験
を
知
る
こ
と
が
で
き
、相
互
理

解
が
深
ま
り
ま
し
た
。そ
の
効
果
は
今
後
の
Y
E
G
活

動
へ
良
い
影
響
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
来
間
委
員
長
を
中
心
に
５
月
事
業
を
行
っ
た
会
員
拡

大・交
流
委
員
会
の
皆
様
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

令
和
５
年
度
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
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山城　匠TEL：070-9011-9080

TEL：098-868-3759

　
INFORMATION
ペイントの匠
〒901-1111 沖縄県島尻郡南風原町字兼城312-11

株式会社   First Line

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

　

マネージャー
根本　志保

【営業時間】

【定休日】 木曜日
【営業時間】 8：00～20：00
【定休日】 年中無休

TEL：098-988-8693

　
INFORMATION
ねむりの駅　那覇店
沖縄県那覇市真嘉比2-4-1 スエヨシビル1F

2023年度、会員拡大・交流委員会、委員長の来間憲一さんから
の誘いで入会しました。

実際に入会してみての感想をお願いします。
年齢や性別、職業も違う方と交流が持てるのはYEGに入会した
おかげだと思います。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。
住宅の塗装や防水はもちろんですが、店舗やアパート等の大き
い物件も可能です。それとリフォームに関してはトイレやお風
呂場等の部分的なものから増築等のリノベーションも行ってお
りますので、先ずは気軽にご相談からよろしくお願いします。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。
「思いやり」会社や自分目線ではなく、相手の気持ちに寄り添
えるよう心がけています。

最初に貴社の紹介をお願いします。
建物の塗装・防水・リフォームを行っています。沖縄本島なら何
処でも可能です。

趣旨説明・来間委員長

5月事業担当の会員拡大・交流委員会 新入会員 事業の様子

綱領朗読、指針唱和 宮里君 當間会長挨拶

集合写真

企業PR 濱田君 企業PR 潮君 企業PR 儀間君

募集中！青年部 私たちと一緒に活動
してみませんか？

自己能力の
スキルアップが
できます！

異業種交流で
情報が

入手しやすい！

地域に根差した
街づくりに
参加できる！

異業種の
友人・知人が
ふやせます！

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。
今は卒業している先輩の紹介がきっかけです。

実際に入会してみての感想をお願いします。
まだ入会して月日は浅いのですが、異業種の方々と接する事で、様々
な価値観や意見など勉強になる事が多く入会できたことに感謝し
ています。また、新入会員に対してのサポートも暖かく、私自身も今
後入会する方へのサポートやフォローを心がけたいと思いました。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。
人に喜んで欲しい。笑顔になってほしい。をモットーにしていま
す。睡眠に興味や質問がある方は、お気軽に声をかけていただける
と嬉しいです。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。
『痛みなくして、得るものなし』まだまだ未熟な自分に対して、前
向きになれる言葉です。何か辛いことがあっても、成功に近づいてる
証拠！と自分に言い聞かせます。

最初に貴社の紹介をお願いします。
『快眠ショップ ねむりの駅』を県内に３店舗運営。社会問題である睡
眠障害を寝具の観点から改善すべく、睡眠コンサルタントによるカ
ウンセリングをもとに個々に合った寝具の提案、販売を行っていま
す。様々な眠りに関する分野の研修をもとに、お客様の声を取り入
れながら丁寧にひとつひとつ商品開発にも取り組んでいます。また、
県内の市町村役場や施設など、様々な場面で『快眠教室』を開催。睡
眠の大切さや、眠る幸せを、沖縄に住む多くの方へ届けたいという
思いで活動を行っています。

自己研鑽 情報収集 地域貢献 仲間作り21 3 4
★入会のメリット★ ★入会のメリット★ ★入会のメリット★ ★入会のメリット★

46歳まで入会
可能です！新入会員

ペイントの匠

▶11：00～19：00
▶10：00～18：00

平　  日
土日祝日

Befor

After

6 2023年
月号 第323号

那
覇
商
工
会
議
所
青
年
部
会
報

令
和
５
年
度
５
月
定
例
会
及
び

事
業
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

『
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
開
け
る
』

　
５
月
16
日（
火
）会
員
拡
大・交
流
委
員
会
に
よ
る
事

業
が
て
ん
ぶ
す
那
覇
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
格
的
に
コ
ロ
ナ
規
制
も
解
除
と
な
り
、多
く
の
方

が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
當
間
会
長
の
挨
拶
で
は
Y
E
G
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
や
他
単
会
と
の
交
流
に
よ
る
自
己
研
鑽
の
重
要
性
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。他
に
も
今
年
度
卒
業
生
と
な
る
52

年
生
の「
52
会
」に
よ
る
石
川
全
国
大
会
へ
の
参
加
呼
び

か
け
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
で
は「
仲
間
を
知
ろ
う
！
」を
テ
ー
マ
に
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。初
対
面

で
は
話
し
か
け
に
く
か
っ
た
り
、質
問
し
づ
ら
か
っ
た
り

す
る
と
こ
ろ
を
、カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
質
問
を
行

い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
と
い
う
工
夫
を
凝
ら
し
た
ゲ
ー
ム
内
容
で
し
た
。今
ま

で
交
流
の
少
な
か
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
交
流
し
、メ
ン
バ
ー

の
色
々
な
趣
味
や
経
験
を
知
る
こ
と
が
で
き
、相
互
理

解
が
深
ま
り
ま
し
た
。そ
の
効
果
は
今
後
の
Y
E
G
活

動
へ
良
い
影
響
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
来
間
委
員
長
を
中
心
に
５
月
事
業
を
行
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た
会
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拡

大・交
流
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会
の
皆
様
、お
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れ
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。
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『年収の壁』を
正しく知ろう

誤解していませんか？

七
田
総
合
研
究
所
代
表

中
小
企
業
診
断
士・特
定
社
会
保
険
労
務
士 

経
営
改
善
や
人
事
戦
略
・
人
事
制
度
構
築
な
ど
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従
事
。商
工
会
議
所

を
は
じ
め
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
研
修
の
講
師

と
し
て
も
活
躍
。日
本
商
工
会
議
所
の
第
31
期
規

制
・
制
度
改
革
専
門
委
員
会
学
識
委
員
等
を
歴
任
。

七
田
　亘
　氏 （
し
ち
だ・わ
た
る
）

　執
筆
者
紹
介

　

 

は
じ
め
に

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
就
労
調
整
に

よ
っ
て
人
員
が
確
保
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

多
発
し
て
い
ま
す
。そ
の
背
景
に
あ
る
の

が「
年
収
の
壁
」の
存
在
で
す
。「
年
収
の

壁
」と
は
、そ
れ
以
上
働
く
と
税
や
社
会

保
険
料
が
発
生
す
る
年
収
の
ラ
イ
ン
を

指
し
、「
税
金
の
壁
」と「
社
会
保
険
の
壁
」

に
分
か
れ
ま
す
。今
回
は
内
容
を
分
か
り

や
す
く
す
る
た
め
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し

て
働
く
妻
と
、そ
の
妻
を
扶
養
し
て
い
る

会
社
勤
め
の
夫
の
ケ
ー
ス
で
見
て
い
き
ま

す
。　

 

「
年
収
の
壁
」と
は
？

　
ま
ず
、「
税
金
の
壁
」に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。税
の
用
語
で
は
、「
収
入
」と
は
税
金
や

社
会
保
険
料
を
差
し
引
く
前
の
総
収
入
、

「
所
得
」と
は
収
入
か
ら
諸
経
費
や
所
得
控

除
を
引
い
た
残
り
を
指
し
ま
す
。

①
1
0
0
万
円
の
壁

妻
の
年
収
が
1
0
0
万
円
以
下
で
あ
れ
ば

妻
の
住
民
税（
所
得
割
と
均
等
割
）は
か
か

り
ま
せ
ん
。

②
1
0
3
万
円
の
壁

妻
の
年
収
が
1
0
3
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、

妻
の
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。ま
た
、妻
を

扶
養
し
て
い
る
夫
も
合
計
所
得
金
額

9
0
0
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
配
偶
者
控
除

が
受
け
ら
れ
、夫
の
所
得
税
が
減
り
ま
す※

。

③
1
5
0
万
円
の
壁

妻
の
年
収
が
1
5
0
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
、配
偶
者
特
別
控
除
を
満
額
受
け
ら
れ

ま
す
。妻
の
年
収
が
1
5
0
万
円
を
超
え

る
と
、夫
が
受
け
ら
れ
る
控
除
額
は
段
階
的

に
減
り
ま
す※

。

④
2
0
1
万
円
の
壁

妻
の
年
収
が
2
0
1
万
円
を
超
え
る
と
、

夫
は
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

※

夫
の
合
計
所
得
金
額
が
1
0
0
0
万
円

を
超
え
る
場
合
や
、妻
を
青
色
申
告
者
ま

た
は
白
色
申
告
者
の
事
業
専
従
者
と
し
て

い
る
場
合
な
ど
は
配
偶
者（
特
別
）控
除
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

次
に
、「
社
会
保
険
の
壁
」に
つ
い
て
で
す
。

①
1
0
6
万
円
の
壁

一定
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、妻
は
夫
の

扶
養
か
ら
外
れ
、社
会
保
険
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

②
1
3
0
万
円
の
壁

妻
の
見
込
み
収
入
が
1
3
0
万
円
以
上
と

な
る
場
合
、「
1
0
6
万
円
の
壁
」に
該
当

し
な
く
て
も
、妻
自
ら
社
会
保
険
に
加
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

　
就
労
調
整
は
主
に「
1
0
3
／
1
3
0

万
円
の
壁
」で
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。し

か
し
、「
税
金
の
壁
」の
影
響
は
小
さ
く
、例

え
ば
年
収
1
0
4
万
円
の
場
合
、所
得
税

の
イ
ン
パ
ク
ト
は
超
過
分
１
万
円×
所
得
税

率
５
％
で
、5
0
0
円
で
す
。収
入
以
上
の

税
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　一方
で「
社
会
保
険
の
壁
」の
影
響
は
大

き
い
で
す
が
、将
来
の
年
金
受
給
額
も
増
え

る
の
で
、一概
に「
損
」と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、配
偶
者
に
家
族
手
当
を
支
給
し
て

い
る
企
業
の
う
ち
、約
８
割
は
配
偶
者
の
年

収
1
0
3
／
1
3
0
万
円
を
基
準
に
制
限

を
し
て
い
ま
す（
出
典
：
人
事
院『
令
和
４

年
職
種
別
民
間
給
与
実
態
調
査
』）。「
年

収
の
壁
」対
策
に
は
、企
業
で
の
家
族
手
当

の
見
直
し
も
含
め
た
総
合
的
な
議
論
が
必

要
と
言
え
ま
す
。

　

 

誤
解
の
解
消
に
向
け
て

1.2.

3.

買手と免税事業者との取引で
どのような行為が
独占禁止法などで問題となるか

親事業者と下請事業者との取引で
どのような行為が
下請法上問題となるか

Q. Q.
Q７で、インボイス制度の実施に伴い、買
手と免税事業者との取引で想定される
独占禁止法・下請法上問題となる行為に
ついて解説します！

インボイス制度の実施に伴い、親事業
者と下請事業者との取引で想定される
下請代金の減額、買いたたきについて、
絵を用いて解説します！

https://www.jftc.go.jp/dk/guideline/unyoukijun/
invoice_qanda.html URL URL https://www.jftc.go.jp/dk/guideline/unyoukijun/

invoice/invoice_jirei.pdf

【動画】でも解説します！

URL 

上記の解説は動画でも御覧いただけます！是非御視聴ください！
https://www.youtube.com/watch?v=gbNRYV6Dgqg
※動画視聴期間：令和5年9月30日まで

？

下請法・優越的地位の
濫用規制に係る相談窓口

内閣府沖縄総合事務局 総務部 公正取引課

TEL.098-866-0049（直）

買手（親事業者等）と免税事業者（下請事業者等）との取引において、
どのような行為が独占禁止法・下請法上問題となるのだろう？

インボイス制度の実施に伴い、
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『年収の壁』を
正しく知ろう

誤解していませんか？

七
田
総
合
研
究
所
代
表

中
小
企
業
診
断
士・特
定
社
会
保
険
労
務
士 

経
営
改
善
や
人
事
戦
略
・
人
事
制
度
構
築
な
ど
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従
事
。商
工
会
議
所

を
は
じ
め
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
研
修
の
講
師

と
し
て
も
活
躍
。日
本
商
工
会
議
所
の
第
31
期
規

制
・
制
度
改
革
専
門
委
員
会
学
識
委
員
等
を
歴
任
。

七
田
　亘
　氏 （
し
ち
だ・わ
た
る
）

　執
筆
者
紹
介

　

 

は
じ
め
に

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
就
労
調
整
に

よ
っ
て
人
員
が
確
保
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が

多
発
し
て
い
ま
す
。そ
の
背
景
に
あ
る
の

が「
年
収
の
壁
」の
存
在
で
す
。「
年
収
の

壁
」と
は
、そ
れ
以
上
働
く
と
税
や
社
会

保
険
料
が
発
生
す
る
年
収
の
ラ
イ
ン
を

指
し
、「
税
金
の
壁
」と「
社
会
保
険
の
壁
」

に
分
か
れ
ま
す
。今
回
は
内
容
を
分
か
り

や
す
く
す
る
た
め
、パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し

て
働
く
妻
と
、そ
の
妻
を
扶
養
し
て
い
る

会
社
勤
め
の
夫
の
ケ
ー
ス
で
見
て
い
き
ま

す
。　

 

「
年
収
の
壁
」と
は
？

　
ま
ず
、「
税
金
の
壁
」に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。税
の
用
語
で
は
、「
収
入
」と
は
税
金
や

社
会
保
険
料
を
差
し
引
く
前
の
総
収
入
、

「
所
得
」と
は
収
入
か
ら
諸
経
費
や
所
得
控

除
を
引
い
た
残
り
を
指
し
ま
す
。

①
1
0
0
万
円
の
壁

妻
の
年
収
が
1
0
0
万
円
以
下
で
あ
れ
ば

妻
の
住
民
税（
所
得
割
と
均
等
割
）は
か
か

り
ま
せ
ん
。

②
1
0
3
万
円
の
壁

妻
の
年
収
が
1
0
3
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、

妻
の
所
得
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。ま
た
、妻
を

扶
養
し
て
い
る
夫
も
合
計
所
得
金
額

9
0
0
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
配
偶
者
控
除

が
受
け
ら
れ
、夫
の
所
得
税
が
減
り
ま
す※

。

③
1
5
0
万
円
の
壁

妻
の
年
収
が
1
5
0
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
、配
偶
者
特
別
控
除
を
満
額
受
け
ら
れ

ま
す
。妻
の
年
収
が
1
5
0
万
円
を
超
え

る
と
、夫
が
受
け
ら
れ
る
控
除
額
は
段
階
的

に
減
り
ま
す※

。

④
2
0
1
万
円
の
壁

妻
の
年
収
が
2
0
1
万
円
を
超
え
る
と
、

夫
は
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

※

夫
の
合
計
所
得
金
額
が
1
0
0
0
万
円

を
超
え
る
場
合
や
、妻
を
青
色
申
告
者
ま

た
は
白
色
申
告
者
の
事
業
専
従
者
と
し
て

い
る
場
合
な
ど
は
配
偶
者（
特
別
）控
除
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

次
に
、「
社
会
保
険
の
壁
」に
つ
い
て
で
す
。

①
1
0
6
万
円
の
壁

一定
の
要
件
に
該
当
し
た
場
合
、妻
は
夫
の

扶
養
か
ら
外
れ
、社
会
保
険
に
加
入
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

②
1
3
0
万
円
の
壁

妻
の
見
込
み
収
入
が
1
3
0
万
円
以
上
と

な
る
場
合
、「
1
0
6
万
円
の
壁
」に
該
当

し
な
く
て
も
、妻
自
ら
社
会
保
険
に
加
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

　
就
労
調
整
は
主
に「
1
0
3
／
1
3
0

万
円
の
壁
」で
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。し

か
し
、「
税
金
の
壁
」の
影
響
は
小
さ
く
、例

え
ば
年
収
1
0
4
万
円
の
場
合
、所
得
税

の
イ
ン
パ
ク
ト
は
超
過
分
１
万
円×

所
得
税

率
５
％
で
、5
0
0
円
で
す
。収
入
以
上
の

税
金
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　一方
で「
社
会
保
険
の
壁
」の
影
響
は
大

き
い
で
す
が
、将
来
の
年
金
受
給
額
も
増
え

る
の
で
、一概
に「
損
」と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、配
偶
者
に
家
族
手
当
を
支
給
し
て

い
る
企
業
の
う
ち
、約
８
割
は
配
偶
者
の
年

収
1
0
3
／
1
3
0
万
円
を
基
準
に
制
限

を
し
て
い
ま
す（
出
典
：
人
事
院『
令
和
４

年
職
種
別
民
間
給
与
実
態
調
査
』）。「
年

収
の
壁
」対
策
に
は
、企
業
で
の
家
族
手
当

の
見
直
し
も
含
め
た
総
合
的
な
議
論
が
必

要
と
言
え
ま
す
。

　

 

誤
解
の
解
消
に
向
け
て

1.2.

3.

買手と免税事業者との取引で
どのような行為が
独占禁止法などで問題となるか

親事業者と下請事業者との取引で
どのような行為が
下請法上問題となるか

Q. Q.
Q７で、インボイス制度の実施に伴い、買
手と免税事業者との取引で想定される
独占禁止法・下請法上問題となる行為に
ついて解説します！

インボイス制度の実施に伴い、親事業
者と下請事業者との取引で想定される
下請代金の減額、買いたたきについて、
絵を用いて解説します！

https://www.jftc.go.jp/dk/guideline/unyoukijun/
invoice_qanda.html URL URL https://www.jftc.go.jp/dk/guideline/unyoukijun/

invoice/invoice_jirei.pdf

【動画】でも解説します！

URL 

上記の解説は動画でも御覧いただけます！是非御視聴ください！
https://www.youtube.com/watch?v=gbNRYV6Dgqg
※動画視聴期間：令和5年9月30日まで

？

下請法・優越的地位の
濫用規制に係る相談窓口

内閣府沖縄総合事務局 総務部 公正取引課

TEL.098-866-0049（直）

買手（親事業者等）と免税事業者（下請事業者等）との取引において、
どのような行為が独占禁止法・下請法上問題となるのだろう？

インボイス制度の実施に伴い、
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22
年
上
期
の
被
害
件
数
は
過
去
最
多

   

ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
が
猛
威
を
振
る
い
、

事
業
活
動
の
停
止
や
遅
延
な
ど
、社
会

経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
と
は
、感
染
す
る

と
端
末
上
の
デ
ー
タ
な
ど
が
暗
号
化
さ

れ
、そ
の
デ
ー
タ
を
復
号
す
る（
元
に
戻

す
）対
価
と
し
て
金
銭
を
要
求
す
る
不
正

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
。２
０
２
２
年
は
、自

動
車
関
連
企
業
に
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
が
影
響
を
受
け
る
事
案
や
、医
療
機

関
に
て
新
規
患
者
の
受
け
入
れ
を
停
止

す
る
事
案
な
ど
が
発
生
し
報
道
で
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。警
察
庁
が
９
月

に
公
表
し
た
資
料
に
よ
る
と
、22
年
上
期

の
被
害
件
数
は
過
去
最
多
の
１
１
４
件
、う

ち
59
件（
52
％
）が
中
小
企
業
か
ら
の
相
談

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、中
小
企
業
に
と
って

も
他
人
事
で
は
な
い
。ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
に

関
し
て
は
本
誌
連
載
で
も
度
々
取
り
上

げ
て
い
る
が
、最
近
は
連
載
ｖ
ｏ
ｌ
・
42

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）で
解
説
し
た
標
的

型
サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
同
様
の
攻
撃
手
法

を
駆
使
し
て
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
侵

入
し
、暗
号
化
す
る
前
に
デ
ー
タ
を
窃
取

し
て
お
き
、支
払
わ
な
け
れ
ば
デ
ー
タ
を

公
開
す
る
な
ど
と
脅
迫
す
る
タ
イ
プ（
以

下
、侵
入
型
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
攻
撃
）が
多

く
確
認
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
今
回
は
、も

し
も
侵
入
型
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
攻
撃
を
受

け
た
場
合
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か

を
解
説
す
る
。

侵
入
経
路
を
ふ
さ
ぎ
原
因
究
明
を

　
デ
ー
タ
が
暗
号
化
さ
れ
て
開
け
な
く
な
っ

た
り
、金
銭
を
要
求
す
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が

表
示
さ
れ
る
な
ど
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
感
染
被

害
を
確
認
し
た
場
合
、ま
ず
は
被
害
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
、感
染
し
た
端
末
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
切
り
離
す
。複
数
の
端
末
で
同

時
に
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、ド
メ
イ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
管
理
サ
ー
バ
ー
の
管

理
者
ア
カ
ウ
ン
ト
の
権
限
を
悪
用
し
て
ラ
ン

サ
ム
ウ
エ
ア
の一斉
配
布・実
行
が
行
わ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
た
め
、管
理
者
ア
カ
ウ
ン
ト

の
侵
害
調
査
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
な
ど
を

行
う
。

　
次
に
、被
害
の
原
因
を
特
定
し
対
処
す

る
。デ
ー
タ
の
復
元
な
ど
を
実
施
す
る
前
に

被
害
の
原
因
と
な
っ
た
侵
入
経
路
を
ふ
さ

が
な
い
と
、再
度
攻
撃
を
受
け
る
恐
れ
が
あ

る
。

　
原
因
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、端
末
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
ロ
グ
調
査
や
解
析
が

必
要
と
な
る
。最
近
の
被
害
で
は
、リ
モ
ー

ト
ア
ク
セ
ス（
遠
隔
操
作
な
ど
）の
出
入
り

口
を
経
由
し
た
侵
入
や
、Ｓ
Ｓ
Ｌ―

Ｖ
Ｐ
Ｎ

（
仮
想
専
用
回
線
）な
ど
外
部
か
ら
接
続
可

能
な
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）性
を

悪
用
し
た
侵
入
な
ど
が
多
く
報
告
さ
れ
て

い
る
の
で
重
点
的
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
た

い
が
、自
社
の
担
当
者
で
は
確
認
が
難
し
い

場
合
は
、外
部
専
門
組
織
に
相
談
し
て
ほ
し

い
。

　
被
害
か
ら
の
復
旧
に
当
た
っ
て
は
、隔
離

し
た
端
末
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
戻
す
前
に
、

攻
撃
者
が
仕
掛
け
た
他
の
不
正
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
不
正
な
設
定
が
な
い
か
確
認
す
る
。そ

の
後
、バッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
デ
ー
タ
を
復
元
す

る
。バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
取
れ
て
い
な
い
場
合

は
、復
号
ツ
ー
ル
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
か

ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
の
被
害
低
減
を
目
指
す
国

際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
Ｎｏ
　
Ｍｏｒｅ
　

Ｒａｎｓｏｍ
」（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）で
確
認

し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。攻
撃
者
に
対
し
て

身
代
金
を
支
払
う
こ
と
は
推
奨
さ
れ
な
い
。

判
断
や
対
応
に
迷
っ
た
際
は
、外
部
専
門
組

織
や
警
察
な
ど
へ
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）で
は
、ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
対
策
の
特

設
サ
イ
ト
を
公
開
し
て
い
る（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）。平
時
の
備
え
や
有
事
の
対
応
方

法
、外
部
参
考
サ
イ
ト
の
情
報
な
ど
を
ま
と

め
て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機

構
・
江
島
将
和
）

「ランサムウエアによる被害」のイメージ

中小企業のセキュリティ対策

ランサムウエア対策を万全に

◆ 関連情報QRコード

ＩＰＡランサムウエア
対策特設サイト

No More Ransom
ポータルサイト

中小企業の
セキュリティ対策
vol．42

株式会社大和総研　金融調査部　主席研究員

　1990年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入社。
企業調査部、経営コンサルティング部、大蔵省財政金
融研究所（1998～2000年）出向などを経て現職（金
融調査部 主席研究員）。専門は金融・資本市場、金融
機関経営、地域経済、グローバルガバナンスなど。主
な著書・論文に『地銀の次世代ビジネスモデル』2020
年5月、共著（主著）、『ＦｉｎＴｅｃｈと金融の未来～10年
後に価値のある金融ビジネスとは何か？～』2018年
4月、共著（主著）、『ＪＡＬ再生 高収益企業への転換』
日本経済新聞出版、2013年1月、共著。ＩＡＡＳＢ ＣＡＧ
（国際監査・保証基準審議会 諮問・助言グループ）委
員（2005～2014年）。日本証券経済研究所「証券業
界とフィンテックに関する研究会」（2017年）

内野  逸 勢（うちの・はやなり）

潮流を読む

銀
行
の
企
業
価
値
が
分
か
り
に
く
く
な
る
中
で

発
生
し
た
金
融
不
安

【
注
１
】Global System

ically Im
portant Banks

の

略
。金
融
安
定
理
事
会（
F
S
B
）が
世
界
的
な
金
融
シ
ス
テ

ム
の
安
定
に
欠
か
せ
な
い
と
認
定
し
た
銀
行
を
指
す
。日
本

で
は
三
つ
の
メ
ガ
バ
ン
ク
が
該
当
す
る
。F
S
B
は
２
０
１

１
年
か
ら
認
定
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
後
、適
宜
入
れ
替
え

を
実
施
。こ
れ
ら
の
巨
大
銀
行
は「
総
損
失
吸
収
力

（
T
L
A
C
）規
制
」の
対
象
と
な
る
。T
L
A
C
規
制
は
、通

常
の
銀
行
の
自
己
資
本
基
準
で
あ
る「
B
I
S
規
制
」に
加

え
て
、経
営
難
に
陥
っ
た
際
に
は
資
本
や
社
債
の
積
み
増
し

を
行
い
、株
主
や
債
権
者
な
ど
に
負
担
を
負
わ
せ
る
仕
組

み
。税
金（
公
的
資
金
）で
救
済
し
な
く
て
も
済
む
こ
と
を
目

的
と
し
た
規
制
。

【
注
2
】Stephen W

ilm
ot,“Credit Suisse’s D

eath 
G
ives Birth to N

ew
 Type of Bank C

risis,”The 
W
all Street Journal,20th M

arch 2023

　
　
　
貸
借
対
照
表
の
総
資
産
か
ら
総
負
債
を
差
し
引
き
、

さ
ら
に
無
形
資
産
を
差
し
引
い
た
も
の
。

　
金
融
不
安（
金
融
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
さ
へ
の
懸

念
）が
な
か
な
か
払
拭
で
き
な
い
。そ
の
震
源
の一つ

が
米
国
に
お
け
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
バ
ン
ク
と
シ
グ

ネ
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
の
突
然
の
破
綻
で
あ
る
。も
う一つ

が
世
界
の
金
融
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行

（
G
S
I
B【
注
1
】＝
大
規
模
な
故
に
破
綻
さ
せ

ら
れ
な
い
銀
行
）で
あ
る
ク
レ
デ
ィ・
ス
イ
ス
・
グ

ル
ー
プ（
ス
イ
ス
第
２
位
）の
U
B
S（
ス
イ
ス
第
１

位
）に
よ
る
国
の
支
援
の
下
で
の
救
済
合
併
で
あ

る
。こ
れ
に
加
え
て
、ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ
ル
ー
プ

の
自
己
資
本
に
充
当
さ
れ
る
追
加
的
資
本

（
A
T
I
債
）が
無
価
値
と
な
り
、市
場
が
信
頼
を

失
い
、銀
行
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
は
高
止
ま
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、４
月
上
旬
に
世
界
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
性
を
評
価
す
る「
国
際
金
融
安
定
性
報
告
書

（
G
F
S
R
）２
０
２
３
年
４
月
」を
国
際
通
貨
基

金（
I
M
F
）が
公
表
し
た
。そ
の
中
で
I
M
F

も
、世
界
的
な
金
融
不
安
を
抑
制
し
よ
う
と
政
策

当
局
者
が
努
力
し
た
結
果
、「
市
場
の
不
安
は
軽

減
さ
れ
た
」も
の
の
、「
市
場
セ
ン
チ
メ
ン
ト
は
依
然

と
し
て
不
安
定
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
。前
述
の

破
綻
や
救
済
合
併
を
も
た
ら
し
た
要
因
と
し
て

は
、急
激
な
金
利
上
昇
に
よ
って
銀
行
が
保
有
す
る

満
期
保
有
目
的
の
有
価
証
券
の
価
値
が
大
幅
に

目
減
り
し
て
い
た
こ
と
、そ
の
状
況
下
で
急
激
か
つ

多
額
の
預
金
の
流
出
な
ど
が
起
き
た
こ
と
、お
よ

び
容
易
に
預
金
の
引
き
出
し
が
可
能
な
オ
ン
ラ
イ

ン
取
引
が
普
及
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。し
か

し
、銀
行
の
存
在
意
義
が
不
透
明
に
な
っ
た
こ
と

も
、金
融
不
安
を
増
長
し
た
と
考
え
る
。銀
行
の

安
全
性
は
比
較
的
分
か
り
や
す
い
。銀
行
の
資
本

が
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。一方
、銀
行
の
存
在
意
義
、す
な

わ
ち
銀
行
が
社
会
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
、ど
の
よ
う
な
業
務
で
利
益
を
上
げ
る
も
の
な
の

か
は
見
え
に
く
く
な
って
い
る
。

　
ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・
グ
ル
ー
プ
の
存
在
意
義
に

疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、ま
た
疑
問
が
深
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
、金
融
不
安
の
震
源
地
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
目
の

当
た
り
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。全
く
の
偶
然
で
は
あ

る
が
、前
述
の
救
済
合
併
が
発
表
さ
れ
た
３
月
20
日
に

当
地
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。当
日
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ

に
あ
る
大
学
の
大
学
院
生
向
け
に
日
米
の
資
産
運
用

業
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
に
登
壇
し
た
。参
加
し
た
大

学
院
生
の
中
に
は
、U
B
S
、ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ

ル
ー
プ
、ス
イ
ス
銀
行（
ス
イ
ス
の
中
央
銀
行
）の
元
行

員
、ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・
グ
ル
ー
プ
に
勤
め
て
い
た
祖

父
を
持
つ
人
な
ど
が
い
た
。そ
の
後
の
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、参
加
者
か
ら
今
回
の
救
済
合
併
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な
心
情
が
吐
露
さ
れ
る
場
面
が
あ
っ
た
。一

方
で
は
、同
グ
ル
ー
プ
が
１
６
６
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
対
す
る
感
傷
的
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

も
う一方
で
は
、こ
こ
数
年
、企
業
買
収
の
助
言
・
株
式

の
引
き
受
け
・
企
業
公
開
な
ど
の
業
務
か
ら
な
る
投

資
銀
行
部
門
で
不
祥
事
が
頻
発
し
た
点
を
指
摘
し
、

ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ
ル
ー
プ
は
利
益
獲
得
の
た
め
に

は
手
段
を
選
ば
な
い
企
業
文
化
に
侵
さ
れ
た
、そ
れ
が

今
回
の
失
態
を
招
い
た
の
だ
と
い
う
突
き
放
し
た
意

見
も
あ
っ
た
。い
ず
れ
の
意
見
の
背
景
に
も
、か
つ
て
は

同
グ
ル
ー
プ
が
、ス
イ
ス
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

資
金
を
提
供
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
に
対
す
る
郷
愁
が
あ
る
。彼
ら
が
懐
か
し
む
同
グ

ル
ー
プ
の
か
つ
て
の
存
在
意
義
は
誰
も
が
う
な
ず
く
の

で
は
と
思
え
る
ほ
ど
分
か
り
や
す
い
。し
か
し
近
年
、

同
グ
ル
ー
プ
の
役
割
や
存
在
意
義
は
、金
融
専
門
家

の
目
に
も
分
か
り
に
く
く
な
って
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
ウ
ォ
ー
ル・ス
ト
リ
ー
ト・ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト【
注
2
】は
、U
B
S
に
よ
る
同
行
の
買
収
で
は
、「
ク

レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ
ル
ー
プ
の
時
価
総
額
は
先
週
末
時

点
で
約
80
億
ド
ル
、有
形
純
資
産（tangible book 
value

）【
注
3
】は
約
４
５
０
億
ド
ル
だ
っ
た
。今
回
の

救
済
劇
に
お
け
る一つ
目
の
教
訓
は
、銀
行
の
価
値
を

示
す
重
要
指
標
と
投
資
家
が
見
な
す
後
者
の
数
字

は
、結
局
の
と
こ
ろ
、さ
ほ
ど『
有
形
』な
目
に
見
え
て

分
か
り
や
す
い
も
の（tangible

）で
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
」と
指
摘
し
て
い
る
。U
B
S
に
よ
る
ク

レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ
ル
ー
プ
の
買
収
金
額
は
約
30
億
ド

ル
と
有
形
純
資
産
の
７
％
ほ
ど
で
あ
り
、こ
れ
だ
け
の

急
激
な
価
値
の
減
損
の
背
景
は
外
部
か
ら
は
分
か
り

に
く
い
。加
え
て
、今
回
の
ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ
ル
ー

プ
の
信
用
不
安
に
お
い
て
は
、最
大
の
懸
念
材
料
は
保

有
す
る
資
産
の
価
値
で
は
な
く
資
金
流
出
に
よ
る
流

動
性
の
逼
迫（
ひ
っ
ぱ
く
）で
あ
り
、同
グ
ル
ー
プ
は
自

己
資
本
規
制
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
。つ
ま
り
現
代
に
お

け
る
銀
行
経
営
の
課
題
と
は
、財
務
の
健
全
性
で
は

な
く
、む
し
ろ
収
益
獲
得
の
仕
組
み
の
健
全
性
を
い
か

に
担
保
し
、開
示
し
て
い
く
か
な
の
で
あ
る
。そ
れ
が

企
業
の
存
在
価
値
を
維
持
し
、企
業
価
値
を
高
め
る

上
で
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
前
述
の
国
際
金
融
安
定
性
報
告
書
と
同
時
に
公

表
さ
れ
た
I
M
F
の
世
界
経
済
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

「
大
規
模
な
信
用
収
縮
が
生
じ
る
悲
観
シ
ナ
リ
オ
の
実

現
確
率
は
25
％
程
度
あ
り
、実
現
し
た
場
合
２
０
２
３

年
の
成
長
率
は
２
％
を
下
回
る
」。S
N
S
が
ま
す
ま

す
普
及
し
、情
報
は
瞬
時
に
拡
散
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、金
融
機
関
に
と
っ

て
、収
益
獲
得
の
仕
組
み
を
健
全
に
保
ち
、い
っ
そ
う

向
上
さ
せ
る
努
力
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
、結
果
的

に
信
用
不
安
へ
の
懸
念
を
回
避
す
る
上
で
重
要
と
な

る
だ
ろ
う
。                         （
４
月
14
日
執
筆
）

【
注
3
】
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22
年
上
期
の
被
害
件
数
は
過
去
最
多

   

ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
が
猛
威
を
振
る
い
、

事
業
活
動
の
停
止
や
遅
延
な
ど
、社
会

経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
と
は
、感
染
す
る

と
端
末
上
の
デ
ー
タ
な
ど
が
暗
号
化
さ

れ
、そ
の
デ
ー
タ
を
復
号
す
る（
元
に
戻

す
）対
価
と
し
て
金
銭
を
要
求
す
る
不
正

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
。２
０
２
２
年
は
、自

動
車
関
連
企
業
に
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
が
影
響
を
受
け
る
事
案
や
、医
療
機

関
に
て
新
規
患
者
の
受
け
入
れ
を
停
止

す
る
事
案
な
ど
が
発
生
し
報
道
で
も
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。警
察
庁
が
９
月

に
公
表
し
た
資
料
に
よ
る
と
、22
年
上
期

の
被
害
件
数
は
過
去
最
多
の
１
１
４
件
、う

ち
59
件（
52
％
）が
中
小
企
業
か
ら
の
相
談

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、中
小
企
業
に
と
って

も
他
人
事
で
は
な
い
。ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
に

関
し
て
は
本
誌
連
載
で
も
度
々
取
り
上

げ
て
い
る
が
、最
近
は
連
載
ｖ
ｏ
ｌ
・
42

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）で
解
説
し
た
標
的

型
サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
同
様
の
攻
撃
手
法

を
駆
使
し
て
企
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
侵

入
し
、暗
号
化
す
る
前
に
デ
ー
タ
を
窃
取

し
て
お
き
、支
払
わ
な
け
れ
ば
デ
ー
タ
を

公
開
す
る
な
ど
と
脅
迫
す
る
タ
イ
プ（
以

下
、侵
入
型
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
攻
撃
）が
多

く
確
認
さ
れ
て
い
る
。そ
こ
で
今
回
は
、も

し
も
侵
入
型
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
攻
撃
を
受

け
た
場
合
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
べ
き
か

を
解
説
す
る
。

侵
入
経
路
を
ふ
さ
ぎ
原
因
究
明
を

　
デ
ー
タ
が
暗
号
化
さ
れ
て
開
け
な
く
な
っ

た
り
、金
銭
を
要
求
す
る
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が

表
示
さ
れ
る
な
ど
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
感
染
被

害
を
確
認
し
た
場
合
、ま
ず
は
被
害
拡
大

を
防
ぐ
た
め
に
、感
染
し
た
端
末
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
か
ら
切
り
離
す
。複
数
の
端
末
で
同

時
に
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、ド
メ
イ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
管
理
サ
ー
バ
ー
の
管

理
者
ア
カ
ウ
ン
ト
の
権
限
を
悪
用
し
て
ラ
ン

サ
ム
ウ
エ
ア
の一斉
配
布・実
行
が
行
わ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
た
め
、管
理
者
ア
カ
ウ
ン
ト

の
侵
害
調
査
や
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
な
ど
を

行
う
。

　
次
に
、被
害
の
原
因
を
特
定
し
対
処
す

る
。デ
ー
タ
の
復
元
な
ど
を
実
施
す
る
前
に

被
害
の
原
因
と
な
っ
た
侵
入
経
路
を
ふ
さ

が
な
い
と
、再
度
攻
撃
を
受
け
る
恐
れ
が
あ

る
。

　
原
因
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、端
末
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
ロ
グ
調
査
や
解
析
が

必
要
と
な
る
。最
近
の
被
害
で
は
、リ
モ
ー

ト
ア
ク
セ
ス（
遠
隔
操
作
な
ど
）の
出
入
り

口
を
経
由
し
た
侵
入
や
、Ｓ
Ｓ
Ｌ―

Ｖ
Ｐ
Ｎ

（
仮
想
専
用
回
線
）な
ど
外
部
か
ら
接
続
可

能
な
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）性
を

悪
用
し
た
侵
入
な
ど
が
多
く
報
告
さ
れ
て

い
る
の
で
重
点
的
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
た

い
が
、自
社
の
担
当
者
で
は
確
認
が
難
し
い

場
合
は
、外
部
専
門
組
織
に
相
談
し
て
ほ
し

い
。

　
被
害
か
ら
の
復
旧
に
当
た
っ
て
は
、隔
離

し
た
端
末
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
戻
す
前
に
、

攻
撃
者
が
仕
掛
け
た
他
の
不
正
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
不
正
な
設
定
が
な
い
か
確
認
す
る
。そ

の
後
、バッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
デ
ー
タ
を
復
元
す

る
。バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
取
れ
て
い
な
い
場
合

は
、復
号
ツ
ー
ル
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
か

ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
の
被
害
低
減
を
目
指
す
国

際
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
Ｎｏ
　
Ｍｏｒｅ
　

Ｒａｎｓｏｍ
」（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）で
確
認

し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。攻
撃
者
に
対
し
て

身
代
金
を
支
払
う
こ
と
は
推
奨
さ
れ
な
い
。

判
断
や
対
応
に
迷
っ
た
際
は
、外
部
専
門
組

織
や
警
察
な
ど
へ
相
談
し
て
ほ
し
い
。

　
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構

（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）で
は
、ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
対
策
の
特

設
サ
イ
ト
を
公
開
し
て
い
る（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

参
照
）。平
時
の
備
え
や
有
事
の
対
応
方

法
、外
部
参
考
サ
イ
ト
の
情
報
な
ど
を
ま
と

め
て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機

構
・
江
島
将
和
）

「ランサムウエアによる被害」のイメージ
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内野  逸 勢（うちの・はやなり）

潮流を読む

銀
行
の
企
業
価
値
が
分
か
り
に
く
く
な
る
中
で

発
生
し
た
金
融
不
安

【
注
１
】Global System

ically Im
portant Banks

の

略
。金
融
安
定
理
事
会（
F
S
B
）が
世
界
的
な
金
融
シ
ス
テ

ム
の
安
定
に
欠
か
せ
な
い
と
認
定
し
た
銀
行
を
指
す
。日
本

で
は
三
つ
の
メ
ガ
バ
ン
ク
が
該
当
す
る
。F
S
B
は
２
０
１

１
年
か
ら
認
定
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
後
、適
宜
入
れ
替
え

を
実
施
。こ
れ
ら
の
巨
大
銀
行
は「
総
損
失
吸
収
力

（
T
L
A
C
）規
制
」の
対
象
と
な
る
。T
L
A
C
規
制
は
、通

常
の
銀
行
の
自
己
資
本
基
準
で
あ
る「
B
I
S
規
制
」に
加

え
て
、経
営
難
に
陥
っ
た
際
に
は
資
本
や
社
債
の
積
み
増
し

を
行
い
、株
主
や
債
権
者
な
ど
に
負
担
を
負
わ
せ
る
仕
組

み
。税
金（
公
的
資
金
）で
救
済
し
な
く
て
も
済
む
こ
と
を
目

的
と
し
た
規
制
。

【
注
2
】Stephen W

ilm
ot,“Credit Suisse’s D

eath 
G
ives Birth to N

ew
 Type of Bank C

risis,”The 
W
all Street Journal,20th M

arch 2023

　
　
　
貸
借
対
照
表
の
総
資
産
か
ら
総
負
債
を
差
し
引
き
、

さ
ら
に
無
形
資
産
を
差
し
引
い
た
も
の
。

　
金
融
不
安（
金
融
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
さ
へ
の
懸

念
）が
な
か
な
か
払
拭
で
き
な
い
。そ
の
震
源
の一つ

が
米
国
に
お
け
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
バ
ン
ク
と
シ
グ

ネ
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
の
突
然
の
破
綻
で
あ
る
。も
う一つ

が
世
界
の
金
融
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行

（
G
S
I
B【
注
1
】＝
大
規
模
な
故
に
破
綻
さ
せ

ら
れ
な
い
銀
行
）で
あ
る
ク
レ
デ
ィ・
ス
イ
ス
・
グ

ル
ー
プ（
ス
イ
ス
第
２
位
）の
U
B
S（
ス
イ
ス
第
１

位
）に
よ
る
国
の
支
援
の
下
で
の
救
済
合
併
で
あ

る
。こ
れ
に
加
え
て
、ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ
ル
ー
プ

の
自
己
資
本
に
充
当
さ
れ
る
追
加
的
資
本

（
A
T
I
債
）が
無
価
値
と
な
り
、市
場
が
信
頼
を

失
い
、銀
行
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
は
高
止
ま
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、４
月
上
旬
に
世
界
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
性
を
評
価
す
る「
国
際
金
融
安
定
性
報
告
書

（
G
F
S
R
）２
０
２
３
年
４
月
」を
国
際
通
貨
基

金（
I
M
F
）が
公
表
し
た
。そ
の
中
で
I
M
F

も
、世
界
的
な
金
融
不
安
を
抑
制
し
よ
う
と
政
策

当
局
者
が
努
力
し
た
結
果
、「
市
場
の
不
安
は
軽

減
さ
れ
た
」も
の
の
、「
市
場
セ
ン
チ
メ
ン
ト
は
依
然

と
し
て
不
安
定
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
。前
述
の

破
綻
や
救
済
合
併
を
も
た
ら
し
た
要
因
と
し
て

は
、急
激
な
金
利
上
昇
に
よ
って
銀
行
が
保
有
す
る

満
期
保
有
目
的
の
有
価
証
券
の
価
値
が
大
幅
に

目
減
り
し
て
い
た
こ
と
、そ
の
状
況
下
で
急
激
か
つ

多
額
の
預
金
の
流
出
な
ど
が
起
き
た
こ
と
、お
よ

び
容
易
に
預
金
の
引
き
出
し
が
可
能
な
オ
ン
ラ
イ

ン
取
引
が
普
及
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。し
か

し
、銀
行
の
存
在
意
義
が
不
透
明
に
な
っ
た
こ
と

も
、金
融
不
安
を
増
長
し
た
と
考
え
る
。銀
行
の

安
全
性
は
比
較
的
分
か
り
や
す
い
。銀
行
の
資
本

が
十
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。一方
、銀
行
の
存
在
意
義
、す
な

わ
ち
銀
行
が
社
会
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
、ど
の
よ
う
な
業
務
で
利
益
を
上
げ
る
も
の
な
の

か
は
見
え
に
く
く
な
って
い
る
。

　
ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・
グ
ル
ー
プ
の
存
在
意
義
に

疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、ま
た
疑
問
が
深
ま
っ
て
い

る
こ
と
を
、金
融
不
安
の
震
源
地
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
目
の

当
た
り
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。全
く
の
偶
然
で
は
あ

る
が
、前
述
の
救
済
合
併
が
発
表
さ
れ
た
３
月
20
日
に

当
地
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。当
日
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ

に
あ
る
大
学
の
大
学
院
生
向
け
に
日
米
の
資
産
運
用

業
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
に
登
壇
し
た
。参
加
し
た
大

学
院
生
の
中
に
は
、U
B
S
、ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ

ル
ー
プ
、ス
イ
ス
銀
行（
ス
イ
ス
の
中
央
銀
行
）の
元
行

員
、ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・
グ
ル
ー
プ
に
勤
め
て
い
た
祖

父
を
持
つ
人
な
ど
が
い
た
。そ
の
後
の
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
、参
加
者
か
ら
今
回
の
救
済
合
併
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な
心
情
が
吐
露
さ
れ
る
場
面
が
あ
っ
た
。一

方
で
は
、同
グ
ル
ー
プ
が
１
６
６
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
対
す
る
感
傷
的
な
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

も
う一方
で
は
、こ
こ
数
年
、企
業
買
収
の
助
言
・
株
式

の
引
き
受
け
・
企
業
公
開
な
ど
の
業
務
か
ら
な
る
投

資
銀
行
部
門
で
不
祥
事
が
頻
発
し
た
点
を
指
摘
し
、

ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ
ル
ー
プ
は
利
益
獲
得
の
た
め
に

は
手
段
を
選
ば
な
い
企
業
文
化
に
侵
さ
れ
た
、そ
れ
が

今
回
の
失
態
を
招
い
た
の
だ
と
い
う
突
き
放
し
た
意

見
も
あ
っ
た
。い
ず
れ
の
意
見
の
背
景
に
も
、か
つ
て
は

同
グ
ル
ー
プ
が
、ス
イ
ス
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

資
金
を
提
供
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ

と
に
対
す
る
郷
愁
が
あ
る
。彼
ら
が
懐
か
し
む
同
グ

ル
ー
プ
の
か
つ
て
の
存
在
意
義
は
誰
も
が
う
な
ず
く
の

で
は
と
思
え
る
ほ
ど
分
か
り
や
す
い
。し
か
し
近
年
、

同
グ
ル
ー
プ
の
役
割
や
存
在
意
義
は
、金
融
専
門
家

の
目
に
も
分
か
り
に
く
く
な
って
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
ウ
ォ
ー
ル・ス
ト
リ
ー
ト・ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト【
注
2
】は
、U
B
S
に
よ
る
同
行
の
買
収
で
は
、「
ク

レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ
ル
ー
プ
の
時
価
総
額
は
先
週
末
時

点
で
約
80
億
ド
ル
、有
形
純
資
産（tangible book 

value

）【
注
3
】は
約
４
５
０
億
ド
ル
だ
っ
た
。今
回
の

救
済
劇
に
お
け
る一つ
目
の
教
訓
は
、銀
行
の
価
値
を

示
す
重
要
指
標
と
投
資
家
が
見
な
す
後
者
の
数
字

は
、結
局
の
と
こ
ろ
、さ
ほ
ど『
有
形
』な
目
に
見
え
て

分
か
り
や
す
い
も
の（tangible

）で
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
」と
指
摘
し
て
い
る
。U
B
S
に
よ
る
ク

レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ
ル
ー
プ
の
買
収
金
額
は
約
30
億
ド

ル
と
有
形
純
資
産
の
７
％
ほ
ど
で
あ
り
、こ
れ
だ
け
の

急
激
な
価
値
の
減
損
の
背
景
は
外
部
か
ら
は
分
か
り

に
く
い
。加
え
て
、今
回
の
ク
レ
デ
ィ・ス
イ
ス・グ
ル
ー

プ
の
信
用
不
安
に
お
い
て
は
、最
大
の
懸
念
材
料
は
保

有
す
る
資
産
の
価
値
で
は
な
く
資
金
流
出
に
よ
る
流

動
性
の
逼
迫（
ひ
っ
ぱ
く
）で
あ
り
、同
グ
ル
ー
プ
は
自

己
資
本
規
制
を
ク
リ
ア
し
て
い
た
。つ
ま
り
現
代
に
お

け
る
銀
行
経
営
の
課
題
と
は
、財
務
の
健
全
性
で
は

な
く
、む
し
ろ
収
益
獲
得
の
仕
組
み
の
健
全
性
を
い
か

に
担
保
し
、開
示
し
て
い
く
か
な
の
で
あ
る
。そ
れ
が

企
業
の
存
在
価
値
を
維
持
し
、企
業
価
値
を
高
め
る

上
で
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
前
述
の
国
際
金
融
安
定
性
報
告
書
と
同
時
に
公

表
さ
れ
た
I
M
F
の
世
界
経
済
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

「
大
規
模
な
信
用
収
縮
が
生
じ
る
悲
観
シ
ナ
リ
オ
の
実

現
確
率
は
25
％
程
度
あ
り
、実
現
し
た
場
合
２
０
２
３

年
の
成
長
率
は
２
％
を
下
回
る
」。S
N
S
が
ま
す
ま

す
普
及
し
、情
報
は
瞬
時
に
拡
散
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、金
融
機
関
に
と
っ

て
、収
益
獲
得
の
仕
組
み
を
健
全
に
保
ち
、い
っ
そ
う

向
上
さ
せ
る
努
力
を
積
み
上
げ
る
こ
と
が
、結
果
的

に
信
用
不
安
へ
の
懸
念
を
回
避
す
る
上
で
重
要
と
な

る
だ
ろ
う
。                         （
４
月
14
日
執
筆
）

【
注
3
】
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おもろさうし・混効験集・田名家文書
　
今
年
は
、琉
球
王
国
時
代
の
16
〜
19
世
紀
に
作
ら

れ
た「
お
も
ろ
さ
う
し
」・「
混
効
験
集
」・「
田
名
家
文

書
」の
琉
球
政
府
特
別
重
要
文
化
財
指
定
か
ら
65
年
、

国
の
重
要
文
化
財
指
定
か
ら
50
年
の
節
目
の
年
と
な

り
ま
す
。「
お
も
ろ
さ
う
し
」は
沖
縄
・
奄
美
諸
島
各

地
に
伝
わ
る
オ
モ
ロ（
神
に
捧
げ
る
祈
り
の
歌
）を

首
里
王
府
が
採
録
・
編
纂
し
た
歌
謡
集
、「
混
効
験

集
」は
首
里
王
府
が
編
纂
し
た
古
語
の
辞
典
で
す
。

「
田
名
家
文
書
」は
首
里
の
士
で
あ
る
麻
氏・田
名
家

に
伝
わ
っ
た
32
通
の
辞
令
書
と
、直
系
の
血
筋
や
業

績
等
を
記
し
た
家
譜
で
構
成
さ
れ
る
資
料
群
で
す
。い

ず
れ
も
沖
縄
を
代
表
的
す
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　
沖
縄
の
文
化
財
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
憂
き
目
に

あ
い
ま
し
た
。中
で
も
住
民
を
巻
き
込
ん
で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
沖
縄
戦
で
は
、尊
い
人
命
だ
け
で
な
く
、

琉
球
王
国
時
代
の
貴
重
な
文
化
財
も
多
く
失
わ
れ

ま
し
た
。戦
後
、荒
廃
し
混
乱
し
た
状
況
下
、有
志
に

よ
っ
て
が
れ
き
に
埋
も
れ
た
文
化
財
の
残
欠
が
収

集
さ
れ
、1
9
4
6
年
に
首
里
に
創
設
さ
れ
た
博
物

館
で
保
管
・
公
開
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
田
名
家
文

書
」の
よ
う
に
、戦
前
県
外
へ
渡
っ
た
子
孫
に
よ
っ

て
保
管
さ
れ
た
文
化
財
が
沖
縄
に
戻
っ
た
例
も
あ

り
ま
し
た
。一
方
、戦
時
中
に
戦
利
品
と
し
て
ア
メ

リ
カ
へ
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、県
出
身
者
ら

に
よ
る
懸
命
な
捜
索
と
尽
力
の
上
、
70
年
前
の

1
9
5
3
年
に「
お
も
ろ
さ
う
し
」や「
混
効
験
集
」

等
の
文
化
財
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
の
沖
縄
は
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
、文
化
財

に
対
す
る
法
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、辛
う
じ
て
残
存
し
た
文
化
財
は
官
民
合
同

の
自
主
的
団
体
等
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
、散
逸
や
流

失
、壊
滅
を
ま
ぬ
が
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

中
、日
本
の
文
化
財
保
護
法（
1
9
5
0
年
制
定
）を

参
考
と
し
て
、1
9
5
4
年
に
沖
縄
の
文
化
財
保
護

法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。多
岐
に
渡
る
保
護
対
象
の

内
、有
形
文
化
財
の
中
で
重
要
な
も
の
を
重
要
文
化

財
と
指
定
し
、そ
の
中
か
ら
世
界
文
化
の
見
地
か
ら

価
値
の
高
い
も
の
で
、た
ぐ
い
な
い
住
民
の
宝
た
る

も
の
を
特
別
重
要
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。「
お

も
ろ
さ
う
し
」・「
混
効
験
集
」・「
田
名
家
文
書
」は
い

ず
れ
も
史
料
的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、1
9
5
8

年
に
特
別
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、沖
縄
を
代
表

す
る
極
め
て
重
要
な
文
化
財
で
あ
る
と
認
定
さ
れ

ま
し
た
。さ
ら
に
復
帰
後
、1
9
7
3
年
に
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、国
を
代
表
す
る
文
化
財
に

も
な
り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に「
田
名
家
文
書
」に
含
ま
れ
る
最
古
の

辞
令
書
は
1
5
2
3
年
に
発
給
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
田
名
家
が
輩
出
し
た
沖
縄
産
業
界
の
功
労
者
・

儀
間
真
常
が
、製
糖
法
を
学
ば
せ
る
た
め
に
儀
間

村
の
領
民
を
中
国（
明
）へ
派
遣
し
た
の
は

1
6
2
3
年
で
し
た
。さ
ら
に「
お
も
ろ
さ
う
し
」

の
大
部
分
は
1
6
2
3
年

に
編
集
さ
れ
ま
し
た
。現
在

当
館
で
展
示
公
開
中
の「
お

も
ろ
さ
う
し
」・「
混
効
験

集
」・「
田
名
家
文
書
」は
、琉

球
・
沖
縄
の
歴
史
上
、様
々

な
出
来
事
の
節
目
を
示
し

て
お
り
、今
年
の
顔
と
も
言

え
る
文
化
財
で
す
。こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　 

（
博
物
館
班 

崎
原
恭
子
）

展示公開

「おもろさうし」

「混効験集」

「田名家文書」第１号（1523年）（個人蔵、当館寄託）

展示公開
おもろさうし・混効験集・田名家文書

2023年6月1日（木）～7月30日（日）
沖縄県立博物館・美術館
博物館常設展示室　歴史部門展示室

開催期間

場　   所

タウン
ラビリンス

ある

文
と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

　「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
連
載
を
編
集
」　

  （
那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

「
み
な
と
村
」

３
年
間
で
消
え
た
港
ま
ち

　
何
と
な
く
素
朴
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
響
き
の「
み
な
と
村
」

は
戦
後
の
那
覇
軍
港
に
隣
接
し
て
１
９
４
７
年
に
誕
生
し
た

後
、３
年
間
で
消
え
た
村
で
あ
る
。

　
去
る
沖
縄
戦
で
学
童
疎
開
船「
対
馬
丸
」は
、１
９
４
４
年

８
月
21
日
に
１
７
０
０
人
余
を
乗
せ
て
九
州
を
目
指
し
て
那

覇
の
港
を
出
港
後
、22
日
の
夜
、悪
石
島
の
沖
合
で
ア
メ
リ
カ

軍
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
て
沈
み
、約
１
５
０
０
人
が
犠
牲
と

な
っ
た
。

　
同
年
、ア
メ
リ
カ
軍
の
機
動
部
隊
は
那
覇
の
市
街
地
を
空
襲

（
10・10
空
襲
）。

　
同
市
の
約
90
％
が
焼
失
、約
６
０
０
人
余
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

沖
縄
戦
は
住
民
を
巻
き
込
ん
で
凄
惨
な
地
上
戦
の
戦
場
と
な

り
、県
内
外
の
住
民
と
軍
人
合
わ
せ
て
20
数
万
人
の
犠
牲
者
を

出
し
た
。

　
戦
時
下
の
沖
縄
本
島
に
は
軍
用
の
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
、そ

の
内
の
６
カ
所
の
飛
行
場
建
設
に
国
場
組（
創
業
者
國
場
幸
太

郎
）が
携
わ
っ
た
。

　
４
か
月
間
に
わ
た
り
戦
場
と
な
っ
た
沖
縄
の
戦
は
終
わ
っ
た
。

　
命
を
失
っ
た
多
く
の
人
た
ち
。生
き
残
っ
た
人
た
ち
。復
員

し
た
日
本
兵
。疎
開
先
か
ら
帰
還
し
た
人
た
ち
。

　
沖
縄
戦
で
米
軍
が
上
陸
す
る
前
に
國
場
氏
は
建
設
に
関
わ

る
請
求
メ
モ
を
携
え
、東
京
の
陸
軍
本
部
に
赴
い
た
。

　
そ
の
時
、五
島
昇（
海
軍
主
計
士
官
、後
に
陸
軍
大
尉
）が「
請

求
書
を
書
式
に
書
き
変
え
清
書
し
て
下
さ
っ
た
」と
聞
い
た
。

後
の
東
急
グ
ル
ー
プ
の
五
島
家
一
族
で
あ
る
。本
土
出
張
時
に

沖
縄
戦
が
始
ま
り
、國
場
氏
は
帰
還
で
き
ず
、熊
本
で
終
戦
を

迎
え
た
。

　
焦
土
と
化
し
た
敗
戦
直
後
の
沖
縄
に
１
９
４
６
年
、熊
本
か

ら
自
前
の
住
吉
丸（
15
ト
ン
の
密
航
船
）に
乗
り
帰
還
を
果
た

し
た
。日
本
軍
の
軍
用
飛
行
場
建
設
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り

米
軍
に
罰
せ
ら
れ
る
か
と
思
案
し
た
が
、実
績
と
統
率
力
、人

徳
を
買
わ
れ
て
米
軍
主
導
の
那
覇
港
湾
荷
役
作
業
隊
の
支
配

人
と
な
っ
た
。

　
１
９
４
５
年
、那
覇
を
占
領
し
た
米
軍
は
、ほ
ぼ
全
面
を
立

ち
入
り
禁
止
区
域
に
し
た
。那
覇
港
の
近
隣
に
は
奥
武
山
捕
虜

収
容
所
が
設
置
さ
れ
、港
は
米
軍
の
軍
需
物
資
や
民
間
の
物

品・食
料
品
の
荷
役
作
業
を
日
本
軍
捕
虜
に
や
ら
せ
て
い
た
。

　
付
近
に
は
御
物
グ
ス
ク
、君
南
風
、住
吉
神
社
、屋
良
座
森
グ

ス
ク
な
ど
の
史
跡
、旧
跡
が
分
布
す
る
。

　
那
覇
軍
港
と
し
て
使
用
さ
れ
た
港
湾
の
延
長
線
上
の
奥
武

山
一
帯
は
、南
明
治
橋
と
共
に
埋
め
立
て
ら
れ
人
口
平
坦
地
と

な
っ
た
。港
の
荷
役
作
業
を
請
け
負
う「
那
覇
港
湾
作
業
隊
」の

管
理
業
務
を
推
進
す
る
目
的
で
沖
縄
民
政
府
が
特
殊
行
政
区
の

「
み
な
と
村
」を
設
置
。那
覇
港
湾
作
業
隊
総
支
配
人
だ
っ
た
國

場
幸
太
郎
氏
が
初
代
村
長
と
し
て
就
任
し
た
。主
に
日
本
兵
捕

虜
が
担
っ
て
い
た
１
５
０
０
人
規
模
の
港
湾
労
働
は「
み
な
と

村
」の「
那
覇
港
湾
作
業
隊
」に
引
き
継
が
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
２
０
０
０
人
規
模
の
港
湾
作
業
隊
、そ
の
家
族
を
含
め
る
と

１
万
人
余
の
生
活
を
賄
っ
た
。規
格
住
宅（
約
6.5
坪
）が
建
て
ら

れ
た
時
代
で
も
あ
り
、そ
の
数
は
約
７
万
５
千
戸
に
も
な
っ
た
。

　
沖
縄
の
戦
場
や
捕
虜
収
容
所
を
歌
っ
た
民
謡「
Ｐ
Ｗ
無
情（
Ｐ

Ｗ
節
）」や「
Ｐ
Ｗ
哀
り
な
者
」が
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
い
た
。Ｐ

Ｗ
と
は
捕
虜
の
頭
文
字
だ
。

　
Ｐ
Ｗ
は
哀
れ
な
歌
で
あ
る
が
、慰
め
ら
れ
る
民
謡
で
も
あ
る
。

　
’Ｐ
Ｗ
あ
わ
り
な
む
ん  ‘

　
’浮
世
無
情
な
む
ん  ‘   

　
沖
縄
の
戦
場
を
歌
っ
た
歌
詞
が
再
び
現
実
に
な
ら
な
い
為

に
歌
い
た
い
。

こ ん こうけんしゅう だ な け も ん じ ょ

へ
ん
さ
ん

か
　
ふ

か
よ
う
し
ゅ
うま 

う
じ

サ
ム
レ
ー

う

ざ
ん
け
つ

ぎ
　
ま 

し
ん
じ
ょ
う
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通信

おもろさうし・混効験集・田名家文書
　
今
年
は
、琉
球
王
国
時
代
の
16
〜
19
世
紀
に
作
ら

れ
た「
お
も
ろ
さ
う
し
」・「
混
効
験
集
」・「
田
名
家
文

書
」の
琉
球
政
府
特
別
重
要
文
化
財
指
定
か
ら
65
年
、

国
の
重
要
文
化
財
指
定
か
ら
50
年
の
節
目
の
年
と
な

り
ま
す
。「
お
も
ろ
さ
う
し
」は
沖
縄
・
奄
美
諸
島
各

地
に
伝
わ
る
オ
モ
ロ（
神
に
捧
げ
る
祈
り
の
歌
）を

首
里
王
府
が
採
録
・
編
纂
し
た
歌
謡
集
、「
混
効
験

集
」は
首
里
王
府
が
編
纂
し
た
古
語
の
辞
典
で
す
。

「
田
名
家
文
書
」は
首
里
の
士
で
あ
る
麻
氏・田
名
家

に
伝
わ
っ
た
32
通
の
辞
令
書
と
、直
系
の
血
筋
や
業

績
等
を
記
し
た
家
譜
で
構
成
さ
れ
る
資
料
群
で
す
。い

ず
れ
も
沖
縄
を
代
表
的
す
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　
沖
縄
の
文
化
財
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
憂
き
目
に

あ
い
ま
し
た
。中
で
も
住
民
を
巻
き
込
ん
で
繰
り
広

げ
ら
れ
た
沖
縄
戦
で
は
、尊
い
人
命
だ
け
で
な
く
、

琉
球
王
国
時
代
の
貴
重
な
文
化
財
も
多
く
失
わ
れ

ま
し
た
。戦
後
、荒
廃
し
混
乱
し
た
状
況
下
、有
志
に

よ
っ
て
が
れ
き
に
埋
も
れ
た
文
化
財
の
残
欠
が
収

集
さ
れ
、1
9
4
6
年
に
首
里
に
創
設
さ
れ
た
博
物

館
で
保
管
・
公
開
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
田
名
家
文

書
」の
よ
う
に
、戦
前
県
外
へ
渡
っ
た
子
孫
に
よ
っ

て
保
管
さ
れ
た
文
化
財
が
沖
縄
に
戻
っ
た
例
も
あ

り
ま
し
た
。一
方
、戦
時
中
に
戦
利
品
と
し
て
ア
メ

リ
カ
へ
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、県
出
身
者
ら

に
よ
る
懸
命
な
捜
索
と
尽
力
の
上
、
70
年
前
の

1
9
5
3
年
に「
お
も
ろ
さ
う
し
」や「
混
効
験
集
」

等
の
文
化
財
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

　
戦
後
の
沖
縄
は
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ
、文
化
財

に
対
す
る
法
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、辛
う
じ
て
残
存
し
た
文
化
財
は
官
民
合
同

の
自
主
的
団
体
等
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
、散
逸
や
流

失
、壊
滅
を
ま
ぬ
が
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な

中
、日
本
の
文
化
財
保
護
法（
1
9
5
0
年
制
定
）を

参
考
と
し
て
、1
9
5
4
年
に
沖
縄
の
文
化
財
保
護

法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。多
岐
に
渡
る
保
護
対
象
の

内
、有
形
文
化
財
の
中
で
重
要
な
も
の
を
重
要
文
化

財
と
指
定
し
、そ
の
中
か
ら
世
界
文
化
の
見
地
か
ら

価
値
の
高
い
も
の
で
、た
ぐ
い
な
い
住
民
の
宝
た
る

も
の
を
特
別
重
要
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。「
お

も
ろ
さ
う
し
」・「
混
効
験
集
」・「
田
名
家
文
書
」は
い

ず
れ
も
史
料
的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、1
9
5
8

年
に
特
別
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、沖
縄
を
代
表

す
る
極
め
て
重
要
な
文
化
財
で
あ
る
と
認
定
さ
れ

ま
し
た
。さ
ら
に
復
帰
後
、1
9
7
3
年
に
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、国
を
代
表
す
る
文
化
財
に

も
な
り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に「
田
名
家
文
書
」に
含
ま
れ
る
最
古
の

辞
令
書
は
1
5
2
3
年
に
発
給
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
田
名
家
が
輩
出
し
た
沖
縄
産
業
界
の
功
労
者
・

儀
間
真
常
が
、製
糖
法
を
学
ば
せ
る
た
め
に
儀
間

村
の
領
民
を
中
国（
明
）へ
派
遣
し
た
の
は

1
6
2
3
年
で
し
た
。さ
ら
に「
お
も
ろ
さ
う
し
」

の
大
部
分
は
1
6
2
3
年

に
編
集
さ
れ
ま
し
た
。現
在

当
館
で
展
示
公
開
中
の「
お

も
ろ
さ
う
し
」・「
混
効
験

集
」・「
田
名
家
文
書
」は
、琉

球
・
沖
縄
の
歴
史
上
、様
々

な
出
来
事
の
節
目
を
示
し

て
お
り
、今
年
の
顔
と
も
言

え
る
文
化
財
で
す
。こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　 

（
博
物
館
班 

崎
原
恭
子
）

展示公開

「おもろさうし」

「混効験集」

「田名家文書」第１号（1523年）（個人蔵、当館寄託）

展示公開
おもろさうし・混効験集・田名家文書

2023年6月1日（木）～7月30日（日）
沖縄県立博物館・美術館
博物館常設展示室　歴史部門展示室

開催期間

場　   所

タウン
ラビリンス

ある

文
と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

　「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
連
載
を
編
集
」　

  （
那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

「
み
な
と
村
」

３
年
間
で
消
え
た
港
ま
ち

　
何
と
な
く
素
朴
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
響
き
の「
み
な
と
村
」

は
戦
後
の
那
覇
軍
港
に
隣
接
し
て
１
９
４
７
年
に
誕
生
し
た

後
、３
年
間
で
消
え
た
村
で
あ
る
。

　
去
る
沖
縄
戦
で
学
童
疎
開
船「
対
馬
丸
」は
、１
９
４
４
年

８
月
21
日
に
１
７
０
０
人
余
を
乗
せ
て
九
州
を
目
指
し
て
那

覇
の
港
を
出
港
後
、22
日
の
夜
、悪
石
島
の
沖
合
で
ア
メ
リ
カ

軍
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
て
沈
み
、約
１
５
０
０
人
が
犠
牲
と

な
っ
た
。

　
同
年
、ア
メ
リ
カ
軍
の
機
動
部
隊
は
那
覇
の
市
街
地
を
空
襲

（
10・10
空
襲
）。

　
同
市
の
約
90
％
が
焼
失
、約
６
０
０
人
余
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

沖
縄
戦
は
住
民
を
巻
き
込
ん
で
凄
惨
な
地
上
戦
の
戦
場
と
な

り
、県
内
外
の
住
民
と
軍
人
合
わ
せ
て
20
数
万
人
の
犠
牲
者
を

出
し
た
。

　
戦
時
下
の
沖
縄
本
島
に
は
軍
用
の
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
、そ

の
内
の
６
カ
所
の
飛
行
場
建
設
に
国
場
組（
創
業
者
國
場
幸
太

郎
）が
携
わ
っ
た
。

　
４
か
月
間
に
わ
た
り
戦
場
と
な
っ
た
沖
縄
の
戦
は
終
わ
っ
た
。

　
命
を
失
っ
た
多
く
の
人
た
ち
。生
き
残
っ
た
人
た
ち
。復
員

し
た
日
本
兵
。疎
開
先
か
ら
帰
還
し
た
人
た
ち
。

　
沖
縄
戦
で
米
軍
が
上
陸
す
る
前
に
國
場
氏
は
建
設
に
関
わ

る
請
求
メ
モ
を
携
え
、東
京
の
陸
軍
本
部
に
赴
い
た
。

　
そ
の
時
、五
島
昇（
海
軍
主
計
士
官
、後
に
陸
軍
大
尉
）が「
請

求
書
を
書
式
に
書
き
変
え
清
書
し
て
下
さ
っ
た
」と
聞
い
た
。
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が
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と
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」の「
那
覇
港
湾
作
業
隊
」に
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る
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の
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作
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隊
、そ
の
家
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を
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る
と

１
万
人
余
の
生
活
を
賄
っ
た
。規
格
住
宅（
約
6.5
坪
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建
て
ら
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た
時
代
で
も
あ
り
、そ
の
数
は
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７
万
５
千
戸
に
も
な
っ
た
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縄
の
戦
場
や
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所
を
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た
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無
情（
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な
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 令和５年４月１日から令和６年３月 日までの雇用保険料率は以下の
とおりです。
• 失業等給付等の保険料率は、労働者負担・事業主負担ともに

に変更になります（農林水産・清酒製造の事業及び
建設の事業は に変更になります。）。

• 雇用保険二事業の保険料率（事業主のみ負担）は、引き続き
です（建設の事業は です。 ）。

＜令和５年度の雇用保険料率＞

厚生労働省・都道府県労働局・ハローワーク

※ 園芸サービス、牛馬の育成、酪農、養鶏、養豚、内水面養殖および特定の船員を雇用する
事業については一般の事業の率が適用されます。

保

令和５年度雇用保険料率のご案内令和５年度雇用保険料率のご案内

（枠内の下段は令和４年 月～令和５年３月の雇用保険料率）
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育児休業給付の
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の保険料率

一般の事業

（令和４年 月～）

農林水産・
清酒製造の事業
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建設の事業
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（赤字は変更部分）
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6・7月スケジュール 5月事務局日誌

奇跡の1マイルを歩け、コロナ明け
観光客でにぎわう国際通り
 沖縄県庁近くに位置する那覇市の国際通りは、全長約
1.6kmにわたって、デパート、レストラン、サービス、雑貨
店などや、ホテル、お土産屋などの観光客を対象とした
たくさんの店でにぎわっており、「人に優しい街・歩いて
楽しい街」をコンセプトに掲げ、様々なイベントも行って
います。
 国際通りは、太平洋戦争で廃墟となった那覇市の中で
いち早く復興を遂げたことから「奇跡の1マイル」と評さ
れた歴史を持っています。

今月
の表
紙

トランジットマイル（歩行者天国） 毎週日曜日12:00～18：00開催

5月17日（水）

5月26日（金）

正副会頭会議

助成金セミナー

6月2日（金）

6月6日（火）

6月7日（水）
6月8日（木）

6月9日（金）

6月11日（日）
6月13日（火）

6月14日（水）

6月20日（火）
6月21日（水）
6月28日（水）

7月7日（金）

宮崎商工会議所 食料品卸小売業部会 
表敬訪問・意見交換
九商連会長副会長商工会議所
専務理事会・懇談会・総会
経済団体会議本会議
「2023年県産品奨励月間」
県産品優先使用の要請
BWCキャンペーンpart1中間会議
日本商工会議所第２回観光・
インバウンド専門員会
第164回簿記検定試験
沖縄県商工会議所連合会　
幹事会・通常総会
令和５年度おみやげ品公取協　
理事会および通常総会
【女性会】第55回九商女連　
総会（鹿児島県）
【青年部】定例会
歯科医によるオーラルセミナー
正副会頭会議
那覇商工会議所常議員会・議員総会

第4回うちなー健康企業会定例会
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kuninaka@nahacci.or.jp

那覇商工会議所　企画業務部　國仲お問い合わせ先

令和５年那覇商工会議所会報誌

■広告規格①②③について、申込多数の場合は先着順とさせて頂きます。

　謹啓　時下益 ご々清祥のこととお慶び申し上げます。　
　平素より当商工会議所活動にご理解、ご協力賜り衷心より感謝申し上げます。
　当所では会員の皆様方のご健勝とご発展を祈念する意を込めて、７月号
NAHA CCI NEWSに暑中見舞いの企業広告を募集いたします。
　「NAHA CCI NEWS」は当会議所の会員企業（約4,700社）を始め、国や
県、市などの関係機関並びに全国の商工会議所等へ配布し、企業の役職員等
多くの方々にご愛読頂いております。
　どうぞ、貴社のＰＲ、新商品の紹介などにご利用下さい。
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『奇跡の1マイル』国際通り
今月のカバー

※20pにて紹介しています。
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